
(

煩
«)

I

(

苦)
(

苦)
(

苦)
(

苦)
(

苦)
(

煩
悩)

(

煩
悩)

(

業)

丁
過
去
世

T
現
在
世

因
丄

無
明

愛

m

「
行

果

, r
六名 
処色 

I

因
I

I
有

(

-
有)  

(
=

生)

-
(
=

老
死)

|( =
無
明)  

(
=

行)

Q0
)
有

b
h
a
v
a

迷
い
の
生
存
。
実
質
的
に
は
f

の
行
為(

業)  

g

生

j
a
n
m
a
n

未
来
世
に
お
け
る
結
生
識
、
⑶
の
識
と
同
意
 

§

老

死

j
a
s
-
m
a
r
a

-pa

未
来
世
に
お
け
る
生
•老

•病

•死

•憂•  

悲

•
苦

•
悩

•
悶

一I 、

三
世H

W

因
果
に
お
け
る
支
分
の
配
当

I 

士 I

縁
起
の
輪
廻
的
解
釈——

説

I

切
有
部
の
場
合

1

、
支
分
の
i

⑴
無

明

a
v
i
d
y
a

基
本
的
な
無
知
と
迷
い
 

⑵
行

s
a
r
p
s
k
a
s

形
成
力
。
過
去
世
に
お
け
る
善
•
悪
の
行
為

(

業)

⑶
識

v
i
j
a
&
a

識
別
作
用
。
證

識

(

現
在
世
の
託
胎
の
瞬
間
の
識)  

⑷
名

色

n
l
a
.
s
p
a

名
称
と
形
態
。
心
的•

物
的
存
在(

個
体
と
 

し
て
の
心
身)

g

六

処

$a4-

t»l
y
a
t
a
n
a

眼

•
耳

•
鼻

•
舌

•
身

•

意
の
六
感
覚
器
 

官
。
六
根

(e
'

f '-

i

is
p
a
l

識•

対

象(

名
色)

•

感
官
の
接
触
 

(7
)
受 

vedan

pi'

感
受
。
感
覚

g

愛 

t
r
sp*
i
s 
I

(9
)
取

u
pp«
&
n

a自
己
の
も
の
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
。
強
度
の
愛
 

と
し
て
の
執
着

I
I

空と輪廻

梶
山
雄
一

一  o  —



R
#
—
I~

生

(

"
識)

(

苦)  

 ̂

r

老

死

(
=

名
色.
六
処.
触.
受)

(

苦)

L
I

三
、
有
部
の
時
分
縁
起
説

ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
宗
教
に
は
世
界
の
創
造
主
と
し
て
の
唯
一
な
る
神
が
 

い
て
、
人
間
の
倫
理
は
そ
の
神
の
命
令
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ィ
 

ン
ド.
仏
教
文
化
圏
に
は
そ
の
よ
う
な
唯
一
神
は
い
な
か
っ
た
か
ら
、
 

神
の
徒
と
し
て
の
倫
理
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
 

前
五
、
六
世
紀
こ
ろ
の
ィ
ン
ド
に
、
善
因
善
果
.
悪
因
苦
果
と
い
う
因
 

果
応
報
と
自
業
自
得
と
い
う
自
己
責
任
を
原
理
と
す
る
業
報
輪
廻
の
説
 

が
で
き
あ
が
り
、
ィ
ン
ド
社
会
のMthicization

が
行
な
わ
れ
た
。

聖
典
に
よ
れ
ば
、
十
一
一
縁
起
は
釈
迦
牟
尼
が
菩
提
樹
下
で
無
上
正
等
 

覚
を
さ
と
っ
た
時
の
内
観
の
内
容
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
が
、
実
際
は
、 

釈
迦
牟
尼
の
縁
起
説
は
、
た
と
え
ば
無
明
と
苦
と
の
よ
う
に
、一

|

項
目
 

の
間
の
因
果
を
説
く「

一

一
種
縁
起」

、
あ
る
い
は
十一

一
縁
起
の
も
の
と
 

は
異
な
っ
た
七
項
目
に
わ
た
る
因
果
の
連
鎖
を
説
く「

連
鎖
縁
起」

で
 

あ
っ
た
。
縁
起
説
は
一
一
種
縁
起
か
ら
三
項
•
五
項

•
六
項

•九
項
•
十
 

項
な
ど
の
支
分
増
加
の
段
階
を
経
て
、
最
後
に
十
二
縁
起
の
形
を
と
る
 

に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
縁
起
説
は
必
ず
し
も
業
報
輪
廻
と
直
接
 

に
関
わ
る
理
論
で
は
な
か
っ
た
が
、
小
乗
仏
教
の
段
階
で
十
一
一
縁
起
は
 

衆
生
の
業
報
輪
廻
を
説
く
も
の
と
解
釈
さ
れ
る

よ

う
に
な
っ
た
。
そ
こ
 

に
至
る
経
過
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
い
っ
さ
い
省
略
し
て
、
た
だ
ち
に
、 

説
一
切
有
部(sarv

p'stiv

s.in.

以
下
、
有
部

と
略
称)

の
十
一
一
縁
起
を

衆
生
の
輪
廻
の
過
程
と
同
一
視
す
る
解
釈(

有
情
縁
起)

の
簡
単
な
解
 

説
か
ら
始
め
る
こ
と
に
す
る
。
い
わ
ゆ
る
三
世
両
重
因
果
が
こ
れ
で
あ
 

る
。
こ
の
縁
起
は『

発
智
論』

(

前
一
世
紀
頃)

に
お
い
て
す
で
に
完
成
 

し
て
い
た
が
、
後一

|

世
紀
の
同
論
に
た
い
す
る
注
釈
書
で
あ
る『

大
毘
 

婆
沙
論』

に
も
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

四
有：

本
有—

死
有—

-M
r

i

生
有—

奢

—

死
有—

-M
p

i

生
有

I
 

本
有…

…

有
部
は
十一

1

縁
起
の
第
十一

支
で
あ
る「

生」

を
衆
生
の
未
来
に
お
 

け
る
再
生
、
厳
密
に
は
、
衆
生
が
死
し
て
の
ち
次
に
生
ま
れ
変
わ
る
ま
 

で
の
間
を
つ
な
ぐ
中
有
が
母
胎
に
潜
入
す
る
時
点(

こ
れ
を

「

結

生

識

」

 

と
い
う)

と
解
釈
し
た
。
し
た
が
っ
て
生•

老
死
の
一
一
支
分
は
未
来
世
 

の
一
生(

厳
密
に
は
未
来
の
識.
名
色.
六
処.
触
.
受
と
い
う
前
半
生
。

6 

後
半
生
は
含
意
さ
れ
る)

を
意
味
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
芯
じ
て
、

一 

士 I

縁
起
の
最
初
の
無
明
と
行
と
のI  |

支
分
は
過
去
世
の|

生

(

厳
密
 

に
は
愛.
取.
有
と
い
う
後
半
生
。
前
半
生
は
含
意)

を
意
味
す
る
。
衆
生
 

の
現
在
世
の|

生
は
識
か
ら
有
に
至
る
八
支
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
が
、
 

そ
の
う
ち
識
•
名
色

•
六
処

•
触•

受
の
五
支
が
因
に
、
愛

•
取

•
有

 

の
三
支
が
果
に
当
て
ら
れ
る
。
士
一
支
全
体
は
過
去
世
に
お
け
る
原
因
 

(
無
明.
行)

と
現
在
生
に
お
け
る
そ
の
1

(

識.
名
色.
六
処.
触
.

受)
、
現
在
世
に
お

け

る
原

因(

愛.
取.
有)

と
未
来
生
に
お

け

る
そ
 

の
結
果(
生.
老
死)

と
い
う
よ
う
に|  |

重
の
因
果
関
係
を
形
成
す
る

。
 

そ
の
た
め
に
こ
の
縁
起
は
三
世
両
重
因
果
と
呼
ば
れ
る
。



四
、
有
部
の
十1

1

縁
起
解
釈
の
特
色
 

通
仏
教
的
特
色：

⑴
原
始
仏
教
以
来
、
恒
常

•
不
変
•
自
立
的
な
実
体
と
し
て
の
自
我

 

(

ァ
ー
ト
マ
ン
、
霊
魂)

の
存
在
は
否
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
十
二
縁
起
 

の
各
支
分
は
、
心
的
、
物
的
な
る
を
と
わ
ず
、
み
な
無
常
で
、
つ
ね
に
 

変
化
し
、
他
立
的
な
瞬
間
的
存
在(

刹
那
減)

で
あ
る
。
こ
の
思
想
は
 

大
乗
仏
教
の
縁
起
説
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

⑵
士
一
支
分
は『

大
毘
婆
沙
論』

以
来
、
惑

(

煩
悩)

•
業

(

行
為)

. 

苦

(

生
の
汚
染)

の
三
類
に
分
類
さ
れ
た
。
上
表
に
示
し
た
よ
ぅ
に
、
 

第
一

•
八
.
九
支
分
が
煩
悩
に
、
第一

一.
十
支
分
が
行
為
に
、
残
り
の
 

七
支
分
が
苦
に
属
す
る
。
こ
の
分
類
も
有
部•

中
観
.
唯
識
に
共
通
す
 

る
。

⑶
名
色
は
仏
教
以
前
の
パ
ラ
モ
ン
教
思
想
に
お
い
て
も
存
在
し
た
概
念
 

で
、
名
称
と
形
態
を
も
つ
も
の
、
を
意
味
し
た
。
し
た
が
っ
て
名
色
は
 

あ
ら
ゆ
る
事
物
の
総
称
で
あ
る
と
と
も
に
、
ひ
と
つ
の
個
体
•
個
物
を
 

も
意
味
し
た
。
有
部
は
こ
の
名
色
を
五
蘊
、
す
な
わ
ち
、
色

(
I

)  

•
 

受

(

感
覚.
感
受)

•
想

(

表
象)

•
行

(

意
欲.
行
為)

•識

(
識
別
作
 

用)

と
い
ぅ
個
体
存
在
の
構
成
要
素
と
解
釈
し
た
。
こ
の
解
釈
も
大
乗
 

仏
教
の
縁
起
説
に
お
い
て
継
承
さ
れ
る
。

有
部
固
有
の
特
色：

⑴
時
分
縁
起
説
。
士
一
縁
起
説
に
お
い
て
は
同
じ
も
の
が
い
く
つ
か
の
 

支
分
に
わ
た
っ
て
重
複
し
て
現
れ
る
。
過
去

•
現
在
.
未
来
の
三
世
は
 

実
質
的
に
等
し
い
か
ら
、
第
一
、
一一

支
で
表
さ
れ
る
過
去
の
生
涯
と
第

十一
、
十

11

で
表
さ
れ
る
未
来
の
生
涯
と
が
現
在

世
と
同
じ
諸
項
目
を
 

含
意
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
現
在
世
そ
の
も
の
に
お
い
て
も
第
七
 

支
の
受
は
第
四
支
の
名
色
の
な
か
の
受
と
重
な
る
。
識
は
第
三
支
に
現
 

れ
る
が
、
そ
れ
は
第
四
支
の
名
色(

=

五
蘊)

の
な
か
の
識
、
及
び
第
 

五
支
の
六
処(

眼.
耳

•鼻
•舌
•身.
意)

の
な
か
の
意
つ
ま
り
意
根
 

と
重
な
る
。
有
部
の
理
論
で
は
、
六
処
の
な
か
の
意
は
意
根
で
あ
っ
て
、
 

直
前
に
過
去
に
去
っ
た
識(

識
別
作
用)

で
あ
っ
て
、
現
在
の
識
別
作
 

用
で
あ
る
識
と
は
異
な
る
が
、
そ
の
区
別
を
認
め
る
と
し
て
も
、
第
三
 

支
の
識
と
第
四
の
名
色
中
の
識
と
は
同1

で
あ
る
。
有
部
は
こ
の
重
複
 

の
不
合
理
を
避
け
、
問
題
を1

挙
に
解
決
す
る
た
め
に
、
士

一

支
の
す
 

ベ
て
は
個
体
存
在
で
あ
る
五
蘊(

細
分
す
れ
ば
十11

支
の
す
べ
て
を
含
む)  

に
他
な
ら
な
い
が
、
各
時
点
に
お
い
て
最
も
強
力
な
も
の
の
名
を
か
か
 

げ
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
主
張
し
た
。
こ
れ
を
時
分
縁
起
と
い
う(

時
分
 

avasth§

と
は
時
^
^
列
に
お
け
る位
を
意
味
す
る)

。

⑵
三
世
実
有
論
：
有
部
は
、
士
一
縁
起
の
各
支
は
現
象
と
し
て
は
、
い
 

い
か
え
れ
ば
知
覚
の
頜
域
で
は
瞬
間
的
、
刹
那
滅
的
存
在
で
あ
る
が
、
 

概
念
あ
る
い
は
思
惟
の
襲
で
は
雪.
現
在
.
顏
の
三
世
に
わ
た
っ
 

て
実
在
す

る

と

いう
形
而
上
学
を
も
つ
に
至
っ
た
。
瞬
間
的
存
在
で
あ
 

る
各
支
は
他
の
支
分
と
の
間
に
因
果
関
係
を
持
ち
え
な
い
が
、
そ
の
関
 

係
を
可
能
に
す

る

も

の

とし
て
各
支
の
実
体
的
常
住
性
が
あ

る

と
い
う
 

の
で
あ
る
。
こ

の
実
体
の
f

心
は
大
乗
の
中
観.
議

の

i

派
に
よ
っ

 

て
徹
底
的
に
批
判
さ
れ
る

こ

と

とな
る
。



五
、
死
と
再
生

無
明
と
行
で
代
表
さ
れ
る
前
世
に
お
け
る
生
涯
の
は
て
に
人(

厳
密
 

に
は
、
地
獄.
餓
鬼
•畜
生
つ
ま
り
動
物
•人
間.
天
つ
ま
り
神
々)

は
死
 

ぬ
。
死
の
瞬
間
の
存
在
を
死
有
と
い
う
。
次
の
世
、
つ
ま
り
現
在
世
に
 

生
ま
れ
る
瞬
間
、
厳
密
に
は
託
胎
の
瞬
間
を
生
有(

結
生
識)

と
い
う
。
 

有
部
は
死
有
と
生
有
と
の
中
間
、
つ
ま
り
人
が
死
ん
で
か
ら
次
ぎ
に
生
 

ま
れ
変
わ
る
ま
で
の
あ
い
だ
に
中
有
と
い
う
存
在
が
あ
る
、
と
主
張
す
 

る
。
中
有
は
大
衆
部
で
は
認
め
な
い
が
、
中
観
派
のI

部

(

例
え
ば
 

BMVaviveka
、

六
世
紀)

や
唯
識
派
で
は
世
俗
の
真
理
と
し
て
は
こ
 

れ
を
認
め
る
。
中
有
は
五
蘊
か
ら
成
っ
て
い
て
香
り
を
食
べ
て
生
き
て
 

い
て
、
五
、
六
歳
の
小
児
の
よ
う
で
あ
る
が
、
透
明
で
微
妙
な
物
質
か
 

ら
成
る
身
体
で
あ
る
た
め
普
通
の
人
に
は
見
え
な
い
。
中
有
は
七
日
あ
 

る
い
は
四
十
九
日
の
あ
い
だ
に
、
自
分
に
適
し
た
男
女
が
性
交
し
て
い
 

る
機
会
に
母
の
母
胎
に
入
り
こ
む
。
こ
の
妊
娠
の
初
刹
那
を
生
有
と
い
 

う
。
そ
の
後
は
胎
児
と
し
て
成
長
す
る
が
、
そ
の
過
程
を
五
段
階
に
分
 

け
て
胎
内
五
位
と
い
う
。
受
胎
直
後
の
七
曰
間
はkalala  

(
凝
滑)
、 

第
二
の
七
曰
間
はarbuda  

(

皰)

、
第
三
の
七
日
間
はpe§

J  

(

血
肉)
、

第
四
の
七
日
間
はghana  (

硬
肉)

、
そ
の
後
出
産
ま
で
の
一
—
ニ
八
日
間
、 

手
足
な
ど
が
揃
っ
て
く
る
段
階
は
写
£
^
盂

S
SI
5)

と

い

わ

れ

る

。
 

プ
ラ
シ
ャ

！

ヵ

！

の
最
後
に
母
胎
か
ら
出
て
く
る
。

士
一 
縁
起
に
当
て
は
め
る
と
、
中
有
が
母
胎
に
入
っ
た
瞬
間
が(

三)  

識
に
あ
た
り
、
胎
内
五
位
は(

四.
五)

名
色

•
六
処
に
あ
た
り
、
出
 

産
後
、
意
識
と
感
官
と
対
象
と
の
接
触
が
起
こ
る
の
が(

六)

触
に
あ

た
る
。
そ
の
後
、
感
受
は
あ
る
が
ま
だ
淫
欲
の
起
こ
ら
な
い
幼
少
年
期
 

が

(

七)

受
、
姪
欲
を
起
こ
し
て
か
ら
が(

八
.
九)

愛

•
取
に
あ
た
 

る
。(

十)

有
は
未
来
世
に
お
け
る
再
生
を
ひ
き
起
こ
す
原
因
で
あ
る
、 

様
々
の
行
為
、
つ

ま

り
業
有
で
あ
る
。
こ
の
世
で
死
ん
だ(

死
有)

の
 

ち
に
、
ま
た
中
有
を
経
て
再
生
す
る(

生
有)

と
き
が(

十
こ
生
で

 

あ
り
、
そ
の
後
の
苦
の
生
涯
、
厳
密
に
は
名
色
か
ら
受
ま
で
が(

十
二)  

老
死
で
あ
る
。
生
有
と
死
有
と
の
あ
い
だ
の
生
涯
を
本
有
と
い
う
。
人
 

は
、
解
脱
し
な
い
限
り
、
生
有

•本
有

•
死
有
•
中
有
を
い
つ
ま
で
も
 

繰
り
返
す
。
そ
の
さ
い
、
人
は
生
前
の
行
為
の
善
•
悪
に
し
た
が
っ
て
、 

地
獄

•
餓
鬼

•
畜
生

•(

阿
修
羅)

•
人
間

•
天
人
の
五
道(

有
部
は
阿
修
 

羅
を
認
め
な
い)

を
へ
め
ぐ
る
。

n

中
観
派
の
十
二
縁
起
解
釈

1

、
大
乗
経
典
と
十
一
一
縁
起

大
乗
経
典
の
な
か
で『

十
地
経』

の
第
六
地
に
は
士
一
縁
起
に
た
い
 

す
る
十
種
の
解
釈
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
そ
の
第
五
に
は
自
我
と
い
う
主
 

体
の
存
在
し
な
い
現
象
の
流
れ
の
相
互
依
存
関
係
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
 

い
る
。
士
一
縁
起
の
第
三
支
と
第
四
支
の
あ
い
だ
に
相
互
依
存
の
縁
起
 

が
見
ら
れ
、
幾
種
類
か
の
十
一
一
縁
起
に
お
い
て
、r

識
に
よ
っ
て
名
色
 

あ
り」
と

い

う

と

と

も

に

「

名
色
に
よ
っ
て
識
あ
り」

と

も

い
わ
れ
て
 

い
た
。『
十
地
経』

で
は
そ
の
相
互
依
存
性
が
自
我
の
な
い
ま
ま
に
流
 

れ

る
煩
悩
と
業
と
苦
の
間
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
煩
悩

•業
•
苦
 

の
相
互
依
存
性
は
龍
樹
に
も
受
け
継
が
れ
る
。
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「

そ
の
う
ち
、
無
明
と
愛
と
取
と
は
間
断
な
き
煩
悩
の
流
れ
を
な

し

 

て
い
る
。
行
と
有
と
は
間
断
な
き
業
の
流
れ
を
な
し
て
い
る
。
他
の
 

七
支
は
間
断
な
き
苦
の
流
れ
で
あ
る
と
分
類
さ
れ
る
。
そ
の
流
れ
の
 

断
滅
は
過
去
世
と
未
来
世
の
滅
に
よ
っ
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
自
 

我
な
く
、
自
我
に
所
属
す
る
も
の
な
き
三
種
の
流
れ
が
生
じ
、
ま
た
 

滅
す
る
。
そ
の
真
実
の
あ
り
方
は
三
束
の
蘆
が〔

あ
い
寄
っ
て
立
つ〕

 

ご
と
く
で
あ

る」
(

近
藤
梵
本
、
一o

一)

説
一
切
有
部
に
よ
る
十
一
一
縁
起
の
輪
廻
的
解
釈
に
お
い
て
も
、
士
一
 

支
を
貫
く
主
体
と
し
て
の
自
我
は
も

と

よ

り存
在
し
な
か
っ
た
が
、
そ
 

の
代
わ
り
に
、
士
一
支
の
一
々
は
三
世
に
実
有
な
実
体
よ
り
現
象
す
る
 

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
大
乗
仏
教
で
は
そ
の
実
体
の
存
在
を
否
定
 

し
て
、
空
な
る
存
在
の
依
存
関
係
と
し
て
の
縁
起
を
打
ち
立
て
て
い
る
。
 

同
じ『

十
地
経』

は
い
う
。(

近
藤
梵
本
、
一o
ニ
、
三—

五)

「

こ
の
よ
う
に
十
種
に
わ
た
っ
て
縁
起
を
観
察
し
、
自
我
な
く
、
衆
 

生
な
く
、
霊
魂
な
く
、
人
間
な
く
、
実
体
は
空
に
し
て
、
行
為
す
る
 

者
も
感
受
す
る
者
も
な
い
と
し
て
観
察
す
る
者
に
は
、
空
解
脱
門
 

〔

の
三
昧〕

が
生
じ
て
く
る」

。

自
我
と
い
う
実
体
の
関
与
す
る
こ
と
な
し
に
、
刹
那
滅
的
な
諸
存
在
 

の
あ
い
だ
に
依
存
関
係
の
生
じ
る
こ
と
は
、
と
く
に『

稲
芊
経』

に
お
 

い
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。

「

そ
の
さ
い
、
い
か
な
る
事
物
も
こ
の
世
か
ら
か
の
世
へ
移
行
し
な
 

い
。
し
か
も
、
す
べ
て
の
原
因
や
条
件
が
欠
け
て
い
な
け
れ
ば
、
業
の
 

果
が
現
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
ち
よ
う
ど
、
ご
く
浄
ら
か
な
鏡
の

面
に
顔
の
影
像
が
見
ら
れ
る
と

き

、
顔
が
そ
の
鏡
の
面
へ
移
行
す
る
わ

 

け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
し
か
も
す
ベ
て
の
原
因
や
条
件
が
欠
け
て
い
 

な
い
た
め
に
、
顔
が
写
さ
れ
る
よ

う

に

、

そ

の

よ

う
に
誰
か
が
こ
の
世
 

で
死
ぬ
わ
け
で
も
な
く
、
か
の
世
に
生
ま
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
 

も
す
ベ
て
の
原
因
や
条
件
が
欠
け
て
い
な
い
た
め
に
業
の
果
が
現
れ
る
 

の
で
あ
る…

…

あ
た
か
も
火
は
原
因
や
条
件
が
欠
け
て
い
る
と
燃
え
上
 

が
ら
な
い
が
、
原
因
や
条
件
が
完
全
に
具
わ
る
と
燃
え
上
が
る
。
ち
ょ
 

う
ど
そ

の

よ

う

に

、所
有
者
の
い
な
い
諸
事
物
が
あ

る

と

き

、わ
が
も
 

の
で
も
な
く
、
執
持
さ
れ
て
も
お
ら
ず
、
虚
空
の
ご
と
く
、
本
性
と
し
 

て
幻
の
よ
う
な
形
の
諸
事
物
が
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
原
因
や
条
件
が
欠
 

け
て
い
な
け
れ
ば
、
業
と
煩
悩
に
よ
っ
て
生
じ
さ
せ
ら
れ
た
識
の
種
子
 

が
、
い
ず
れ
か
の
生
処
に
続
生
す

る

と

き

、母
の
胎
内
に
名
色
の
芽
を
 

生
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ

の

よ

う

に

内

的

な
縁
起
の
原
因
の
結
び
つ
 

き
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」

(
d
e
l
a

 

Vall§

 
P

G

C

m

mp'Thgorie  

des  douze  causes,

八
六—

八
七
頁)

。

1

一、
龍

樹(Nagarjuna
.

一
 
五
o
丄
一
五
o)

の

『

因
縁
心
論
釈』

龍
樹
は
十1

一
縁
起
を『

中
論』

第1

一
十
六
章
と
単
行
の
小
論『

因
縁
 

心
論』

及
び
そ
の
自
注(pratuyasamutpadahrdayalvyakhya)  

に
お
い
て
論
じ
て
い
る
。『

中
論』

第
一
一
十
六
章
で
は
、
龍
樹
自
身
は
 

わ
ず
か
十
一
一
の
詩
節
に
よ
っ
て
士
I
起
を
素
描
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
 

い
が
、
注
釈
者.
月
称(candrakirti.

七
世
紀)

は
第
二
詩
節
に
た
 

い
す
る
注
釈
の
な
か
で「

尊
師

ナ

！
ガ
！
ル
ジ
ュ
ナ
足
下
に
よ
っ
て
ー
ー
ー
曰



わ
れ
た」

と
い
っ
てr

因
縁
、̂
e

第
五
詩
節
を
引
用
し
て
い
る
。
も
っ
 

と
も
、
月
称
に
先
立
つ『

中
論』

注
釈
家

•
清

弁(
B
f
a
v
i
v
e
k
a
.

六
 

世
紀)
は
同
じ『

中
論j  

¥

一
十
六
章
へ
の
注
釈
の
な
か
で
、
散
文
の
 

形
に
な
っ
て
い
る
が
、『

因
縁
心
論』

第
五
詩
節
と
意
味
の
全
く
等
し
 

い
文
を
大
衆
部
の
説
と
し
て
引
用
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
1

縁
&

|!
! 

第
五
詩
節
は
も
と
も
と
は
大
衆
部
の
も
の
で
あ
っ
た
の
を
龍
樹
が
引
用
 

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、『

中
論』

第
一
一
十
六
章
 

は

『

因
縁
心
論』

に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
え
る
。
こ
 

こ
に
は『

因
縁
心
論』

を
そ
の
自
注
と
と
も
に
訳
出
し
て
お
く
。
こ
の
 

論
は
七
個
の
詩
節
と
各
詩
節
に
対
す
る
注
釈
か
ら
な
る
が
、
末
尾
の
第
 

六
、
七
詩
節
に
は
注
釈
も
な
く
、
龍
樹
の
作
で
は
な
く
て
、
筆
写
生
に
 

よ
る
付
加
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
除
く
。

こ
こ
に
聞
法
す
る
沙
門
で
、
i
 

•記
憶

•
理
解

•
推
理
•
批
判
 

の
能
力
を
兼
ね
備
え
た
あ
る
弟
子
が
、
師
の
も
と
へ
や
っ
て
き
て
、
 

如
来
の
教
え
に
つ
い
て
こ
う
尋
ね
た
。

-
-
-
-
-
-
-
-
-
尊
師
よ
、
こ
こ
に
、

〔

釈
迦〕

牟
尼
に
ょ
っ
て
縁
起
せ
る
も
の
と
説
か
れ
た
か
の
十
一
一

の
支
分
は
、(
l
a
b
)

ど
こ
に
収
ま
る
と
見
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
、
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
 

ま
す
、
と
。

師
は
彼
が
教
法
の
真
理
を
問
う
て
い
る
の
を
知
っ
て
こ
う
答
え
た
。

煩
悩
と
業
と
苦
と
の
三
つ
に
こ
と
ご
と
く
収
ま
る
。(led)

と
い
つ
て
、

に
し
て
ゆ
き
と
ど
い
た
こ
と
ば
を
こ
う
語
つ
た
。

丨
そ
の
う
ち
、
十
-
一
と
は
十
と一

一
で
あ
る
。
支
分
と
い
う
の
は
そ
 

れ
ら
の
支
が
区
別
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
車
の
部
分
の
よ
う
に
部
 

分
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
身
と
ロ
と
心
で
沈
黙
し
て
い
る
か
ら
 

牟

尼(

沈
黙
の
人)

と
い
う
。
そ
の
牟
尼
に
よ
っ
て
、
説
か
れ
た
、 

と
い
う
の
は
、
語
ら
れ
た
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
と
い
う
の
と
同
義
 

語
に
厲
す
。
そ
れ
も
原
質(

サ
ー
ン
キ
ヤ
派
の
説
く
世
界
原
因)

•
決
定
 

論

•
ブ
ル
シ
ャ(

宇
宙
を
削
造
す
る
霊
人)

•

他
に
頼
る
も
の•

自
在
 

神

•時
.
自
然

•
自
発
性•

天
命•

偶
来
性
な
ど
の
も
ろ
も
ろ
の
原
 

因
よ
り
生
じ
た
の
で
は
な
く
て
、
こ
れ
は
、
縁
起
せ
る
も
の
、
で
あ
 

る
。
こ
れ
ら
の
士一

支
は
煩
悩
と
業
と
苦
の
な
か
で
、
蘆
束
の
よ
う
 

に
相
互
に
依
存
し
て
い
て
、
三
者
の
な
か
に
こ
と
ご
と
く
収
ま
る
の
一
 

で
あ
る
。
こ
と
ご
と
く
、
と
い
う
の
は
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
、
と

い

10 

う
意
味
で
あ
る
。 

一 

問
う——

こ
れ
ら
の
原
因
で
あ
る
支
分
が
そ
こ
に
収
ま
る
と
い
う
、
 

そ
の
諸
煩
悩
と
は
何
で
あ
り
、
業
と
は
何
で
あ
り
、
苦
と
は
何
で
あ
 

り
ま

し

よ

うか
。

答
え
る
-

ヽ

第

一
と
第
八
と
第
九
と
が
煩
悩
で
あ
る
。(2 a)

士
一
(

支)

分
の
第
一
は
無
明
で
あ
り
、
第
八
は
愛
で
あ
り
、
第
九
 

は
取
で
あ
る
。
こ
の
三
は
煩
悩
で
あ
る
と
知
り
な
さ
い
。
か
の
業
と
 

は
何
か
と
い
う
と
、 

，

第
一
1と
第
十
は
業
で
あ
る
。(

2
b
)

第一
1

は(t:

で
あ
り
、

は
有
で
あ
る
。
こ
の一

j

つ
の
も
の
は
業
に



収
ま
る
と
知
り
な
さ
い
。

残
り
の
七
つ
は
ま
た
苦
で
あ
る
。(2C)

煩
悩
と
業
と
に
収
ま
る
こ
れ
ら
の(

支)

分
の
残
余
の
七
つ
の
分
な
 

る
も
の
は
、
苦
に
収
ま
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
識
. 

名
色

•
六
処

•触

•
受

•生
*
老
死
で
あ
る
。
ま
た
、
と
い
う
語
は
 

接
続
的
意
味
で
使
わ
れ
て
い
て
、
愛

〔

す
る
も
の
と
の〕

別
離
•
怨
 

憎

〔

と
の
出〕

会

•求
不
得(

求
め
て
得
ら
れ
な
い)

苦
な
ど
を
含
む
。

十
二
の
も
の
は
た
だ
三
つ
に
収
ま
る
。(2d)

こ
う
い
う
わ
け
で
こ
れ
ら
の
十
一1

の
も
の
は
業
と
煩
悩
と
苦
に〔

収
 

ま

る〕

と
知
り
な
さ
い
。
た
だ
、
と
い
う
語
は
過
剰
な
語
を
断
ち
切
 

る
た
め
で
あ
っ
て
、
経
典
に
説
か
れ
て
い
る
も
の
は
こ
れ
ら〔

三
つ〕

 

だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
よ
り
ほ
か
に
は
何
も
な
い
、
と
知
ら
れ
る
 

た
め
で
あ
る
。

問
う
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
そ
れ
ら
は
分
か
り
ま
し
た
の
で
、
煩
®
と
業
と
苦
と
は
、

い
ず
れ
が
い
ず
れ
か
ら
生
じ
る
の
か
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

答
え
る
-
-
-
-
-
-
-
ヽ

三
よ
り
一
一
が
生
じ
る
。(3a)

煩
悩
と
い
わ
れ
る
三(

無
明
•愛

•
取)

か
ら
業
と
い
わ
れ
る
ニ

 
(

行.
有)

が
生
じ
る
。

1

一
よ
り
七
が
生
じ
、(3b)

〔

七
と
は〕

先
に
説
い
た
苦(

識

•名
色.
六
処
•触

•受

•生
•
老
 

死)

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

七
よ
り
三
が
生
じ
、(3 be)

〔

三
と
は〕

煩
悩
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
煩
悩
と
 

い
う
そ
の
三
か
ら〔

業
と
い
う〕

ニ
が
生
じ
て
、

か
く
繰
り
返
し
て
そ
の
有
の
輪
は
、
け
れ
ど〔

定
ま
ら
ず
に〕

転
 

じ
る
。(3d)

有
と
は
三
種
あ
っ
て
、
欲
と
色
と
無
色〔

の
有〕

(

欲
望
の
生
存
、
欲
 

望
は
な
く
物
質
の
み
の
生
存
、
欲
望
も
物
質
も

な

い
生
存)

と

い

わ

れ

る

。
 

そ
れ
ら
の
な
か
を
、
こ
の
愚
か
な
世
人
は
、
止
ま
る
こ

と

な

く廻
る
 

輪
と
な
っ
て
、
け
れ
ど〔

定
ま
ら
ず
に〕

、
み
ず
か
ら
、
め
ぐ
る
の
 

で
あ
る
。
け
れ
ど
、
と
い
う
語
は
定
ま
り
の
な
い
こ
と
を
示
す
意
味
 

で
あ
る
。
車
輪
は
順
を
追
っ
て
廻
る
の
だ
が
、〔

世
人
は〕

そ
の
よ
 

う

に〔

欲

•
色

•無
色
の〕

有
の
な
か
に〔

順
次
に〕

生
じ
る
の
で
一

 

は
な
く
て〔

順
序
は〕

定
ま
っ
て
い
な
い
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
11

問
う-
そ
れ
で
は
、
す
へ
て
の
身
体
の
主
で
あ

る
有

情
と

い

う
一

の
は
何
で
あ
り
、
そ
の
作
用
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

答
え
る
-

、

世
界
は
す
べ
て
因
と
果
で
あ
り
、(4ab)

比
喩
的
に
で
は
な
く
、

こ
こ
に
は
ほ
か
に
い
か
な
る
有
情
も
な
い
。(

4
b

続)

こ
れ
は
真
実
と
し
て
考
察
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
た
だ
比
喩
的
 

表
現
と
し
て〔

そ
う
だ
と
い
う
の〕

で
は
な
い
。
比
喩
的
に
あ
る
も
 

の
は
、
実
際
と
し
て
そ
う
で
あ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

問

う——

も

し

そ

う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
で
は
誰
が
こ

の
世
か
 

ら
か
の
世
へ
行
く
の
で
す
か
。



答
え
る——

こ
こ
か
ら
か
の
世
へ
微
塵
ほ
ど
の
も
の
も
移
り
は
し
 

な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
空
に
す
ぎ
な
い
も
の
か
ら
空
な
る
も
の
 

が
生
じ
る
だ
け
で
あ
る
。(4cd)

わ
れ(
自
我)

と
わ
が
も
の(

自
我
の
所
有)

の
空
な
る
、
煩
悩
と
業
 

と
い
わ
れ
る
原
因
で
あ
る
五
つ
の
も
の
か
ら
、
わ
れ
と
わ
が
も
の
の
 

な
い
、
苦
と
呼
ば
れ
、
結
果
と
し
て
構
想
さ
れ
た
、
七
つ
の
空
な
る
 

も
の
が
生
じ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
次
の
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
 

る
の
で
あ
る
。
自
我
も
自
我
の
所
有
も
な
い
し
、
こ
れ
ら
の〔

十
二
 

支
な
る〕

も
の
は
、
相
互
に
自
我
と
な
り
、
自
我
の
所
有
と
な
る
の
 

で
は
な
く
て
、
か
え
っ
て
、
実
体
と
し
て
自
我
な
き
も
ろ
も
ろ
の
も
 

の
か
ら
実
体
と
し
て
自
我
な
き
も
ろ
も
ろ
の
も
の
が
生
じ
る
の
だ
、
 

と
そ
の
よ
う
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
説
い
て
い
る
の
で
 

あ
る
。

こ
こ
に
問
う
-
-
-
-
-
-
-
実
体
と
し
て
自
我
な
き
も
の
だ
け
か
ら
実
体
と

し
て
自
我
な
き
も
の
だ
け
が
生
じ
る
、
と
い
う
こ
の
こ
と
に
は
ど
ん
 

な
#!

え
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
え
る
-
-
-
-

、

授
経

•灯
火

•
印

•
鏡

•童

I

 

•太
陽
石

•
種
子

•
酸
に
よ
っ
て
、

(
5  

a
5

こ
れ
ら
の
譬
え
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
体
と
し
て
自
我
の
 

な
い
こ
と
と
、
か
の
世
の
存
在
す
る
こ
と
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。
た
 

と
え
ば
、
誦
え
る
こ
と
ば
が
師
の
ロ
か
ら
弟
子
に
移
る
と
す
れ
ば
、
 

師
の
誦
唱
は
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
実
は
移
つ
て
い
な
い
。

け
れ
ど
も
弟
子
の
復
唱
す
る

こ

と

は他
の
所
か
ら
く
る
の
で
も
な
い
。
 

そ
う
な
ら
ば
原
因
が
な
い
こ

と

に

なつ
て

し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

死
ぬ
時
点
の
心
も
ち
ょ
う
ど
師
の
ロ
の
誦
唱
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
 

て
、
そ

れ

は
か
の
世
に
赴
き
は
し

な

い

。〔

も

し
赴
け
ば〕

恒
常
の
 

誤
り
に
な
る
か
ら
で
あ

る

。
か
と
い
っ
て
、
か
の
世
は
他
の
所
か
ら
 

生
じ
る
の
で
も

な

い

。〔

も

し
他
の
所
か
ら
生
じ
れ
ば〕

無
因
の
誤
 

り

に

陥

るか
ら
で
あ

る

。

あ
た
か
も
師
の
誦
唱
を
原
因
と
し
て
生
じ
た
弟
子
の
復
唱
は〔

師
 

の
誦
唱
と〕

同

1

で
あ
る
と
も
別
異
で
あ
る
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
 

な
い
よ
う
に
、
死
ぬ
時
点
の
心
に
依
っ
て〔

生

じ

た〕

生
ま
れ
る
時
 

点
の
心
も
同
じ
よ
う
で
あ
っ
て
、〔

死
ぬ
時
点
の
心
と〕

同
一
で
あ
 

る
と
も
別
異
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
に
、
あ
た
か
も
灯
火
か
ら
灯
火
が
生
じ
、
顔
か
ら
鏡
の
 

な
か
の
映
像
が
、
印
か
ら
印
影
が
、
太
陽
石
か
ら
火
が
、
種
子
か
ら
 

芽
が
生
じ
、
酸
い
果
実〔

を

他

人

が食
べ
て
い
る
の
を
見
る
こ

と〕

を
原
因
と
し
て
頰
に
水〔

涎〕

が
流
れ
、
音
声
か
ら
こ
だ
ま
が
生
じ
 

る
が
、
そ
れ
ら
も〔

前
者
と
後
者
と
が〕

同

1

で
あ
る
と
も
別
異
で
 

あ
る
と
も
知
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
そ
の
よ
う
に
、

知
者
た
ち
は
蘊
の
続
生
と
無
移
行
と
を
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

(
5  cd)

そ
の
う
ち
で
、
蘊
と
は
色
•受

•
想

•
行

•
識

の〔

五〕

蘊
で
あ
る
。
 

そ
れ
の
続
生(

結
生)

と
い
う
の
は〔

そ
れ
ら
が
滅
し
て
、
そ
れ
を
 

原
因
と
す
る
他
な
る〔

結
果〕

が
生
じ
る
こ
と
で
あ
る
。〔

し
か
も〕



こ
の
世
よ
り
か
の
世
に
微
塵
ほ
ど
の
事
物
も
移
り
行
き
は
し
な
い
。
 

そ
う
で
あ
れ
ば
輪
廻
の
輪
は
誤
っ
た
分
別
の
習
気
に
よ
っ
て
生

じ

さ

 

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

あ
と
の
、
と
、
と
い
う
語
は
還
滅〔

の
意〕

で
あ
っ
て
、
前
述
 

〔

の
順
序〕

と

逆
で
あ

る

と
知
り
な
さ
い
。〔

す
な
わ
ち〕

諸
事
物
を
 

無
常.
苦

•空
.
無
我
で
あ

る

と
観
察
す
る
な
ら
ば
、
諸
事
物
に
迷
 

う

こ

と

は
な
い
。
迷
い
が
な
け
れ
ば
愛
着
し
な
い
。
愛
着
し
な
け
れ
 

ば
憎
む
こ

と

は
な
い
。
憎
悪
が
な
け
れ
ば
業
を
作
ら
な
い
。
業
を
作
 

ら
な
け
れ
ば
事
物
を
自
分
の
も
の
と
し
て
取
り
込
む
こ

と

は
な
い
。
 

取
が
な
け
れ
ば
有
を
為
作
し
な
い
。
有
が
な
け
れ
ば
生
じ
な
い
。
生
 

じ
て
い
な
け
れ
ば
身
体
や

心
に
は
苦
は
生
じ
な
い
。
こ

う

し

て

こ

の

 

世
で
か
の
五
種
の
原
因(

愛.
憎.
業.
取.
有)

を
集
め
な
い
か
ら
、 

か
の
世
に
お
い
て
結
果
は
生
じ
な
い
。
こ
れ
を
解
脱
と
い
う
。
か
く
 

し

て
恒
常
と
断
滅
の〔

両

〕

極
端
な
ど
の
悪
見
が
除
か
れ
る
の
で
あ
 

る
o

三
、
中
観
派
か
ら
瑜
伽
行
派
へ

⑴
龍
樹
は『

因
縁
心
論』

の5
c
d

へ
の
注
釈
の
な
か
で「

こ
の
世
よ
り
 

か
の
世
へ
微
塵
ほ
ど
の
事
物
も
移
り
行
き
は
し
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
 

輪
廻
の
輪
は
誤
っ
た
分
別
の
習
気
に
よ
っ
て
生
じ
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
 

あ
る」

と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
い
い
方
は『

中
論』

一
八
•五
、

行
為
と
煩
悩
が
尽
き
る
こ
と
か
ら
解
脱
が
あ
る
。
行
為
と
煩
悩
は
分
 

別
か
ら
生
じ
る
。
そ
れ
ら
は
多
様
な
概
念
的
虚
構(

p
r
a
p
a
a
c
a
)

に
よ
る
。
そ
し
て
多
様
な
概
念
的
虚
構
は
空
性
に
お
い
て
減
せ
ら
れ

る
o

を
思
い
出
さ
せ
る
。「

多
様
な
概
念
的
虚
構」

と
訳
し
たprapafica

は
 

diversification  

(K.R.
N
o
r
m
a
n
)
、
「

ひ
ろ
が
り
の
意
識」

(

中
村
兀)

、 

「

概
念
的
な
虚
構」

(

長
尾
雅
人)

、r

戯
論」

(

鳩
摩
羅
什)

な
ど
と
訳
さ
 

れ
る
が
、
本
来「

多
様
な
発
展manifoldness,development

」

を
 

意
味
す
る

語
で
あ

る

。
い
ま
の
コ
ン
テ
キ

ス

卜

で

は

、

prapaRca
、

 

す
な
わ
ち
、
虚
構
に
す
ぎ
な
い
多
様
な
概
念
が「

分
別」

(

s.
x-
Ei
'a
p) 

す
な
わ
ち
、
判
断
な
い
し
思
惟
の
根
拠
と
さ
れ
て
い

る

の

で

あ

る

か

ら

、
 

そ
れ
は
概
念
の
多
様
化
を
意
味
す
る
。
虚
構
に
す
ぎ
な
い
多
様
な
概
念
 

が
判
断

•
推
理

•
思
惟
を
産
み
、
そ
の
思
惟
が
煩
悩
を
、
そ
し
て
煩
悩
一
 

が
行
為(

業)

を
産
ん
で
、
つ
い
に
迷
い
の
生
存
を
引
き
起
こ
す
、
と

13 

い

う

の

であ
る
。
こ

の
系
列
は
±

一
縁
起
に
お
け
る
無
明(

煩
悩)

丨
一

 

行

(

行
為)

—

識

(

再
生
時
の
意
識)

と
一
致
し
、
ま
た
、
同
じ
で
あ
る
 

こ

と

で
あ
る
が
、
煩
悩

•
業

•
苦
と
い

う
士
一
縁
起
の
三
分
法
と
も
一
 

致
し
て
い
る
。
瑜
伽
行
唯
識
派
で
は
こ
の
三
分
法
を
、
煩
悩
の
汚
染.

業
の
汚
染
•
生
の
汚
染(

j
a
n
m
a
-
s
m
k
l
e
s
a
)

と
い
い
か
え
る
が
、

同
じ
意
味
で
あ
る
。

瑜
伽
行
派
に
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
同
義
語
と
し
て
虚
妄
分
別(

a
b
h
s
a
-

 

p
a
r
l
k
a
l
p
a
)

と
い
う
語
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
虚
妄
分
別
の
基
本
的
 

な
性
格
は
そ
れ
が
主
観
•客
観(

能
取.
所
取)

の
二
つ
に
分
岐
す
る
 

こ
と
で
あ

る

。
そ
の
分
岐
か
ら
対
象
世
界
•
衆
生
世
界
•
自
我
•〔

丄ハ
 

種
の〕

認
識
が
発
展
す
る
、
と
い
う
。
煩
悩
は
情
緒
的
な
迷
い
で
も
あ



る
が
、
そ
れ
は
あ
る
対
象
へ
の
執
着
を
性
格
と
す
る
か
ら
、
主
観
•
客
 

観
の
分
岐
を
前
提
と
し
て
い
る
。

こ

う

し

てみ
る
と
、
原
始.
小
乗
仏
教
が
無
明
、
す
な
わ
ち
、
人
間
 

の
基
本
的
な
無
知
と
し
て
と
ら
え
た
も
の
を
、
中
観
派
は
概
念
的
虚
構
 

と
考
え
、
瑜
伽
行
派
は
虚
妄
分
別(

ァ
ー
ラ
ャ
識)

と
し
た
過
程
が
よ
 

く
分
か
る
。
瑜
伽
行
派
の
考
え
で
は
、
ァー

ラ
ャ
識
に
あ
る
主
観
•
客
 

観
の
分
岐
は
虚
妄
で
あ
り
、
本
来
存
在
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
空
 

を
さ
と
っ
て
そ
の
主
客
の
分
岐
を
捨
て
る
こ
と
が
解
脱
へ
の
道
と
な
る
 

わ
け
で
あ

る

。
こ
の
転
換(

転
依)
を
可
能
に
す
る
も
の
は
空
性
に
ほ
 

か
な
ら
な
い
。
空
と
は
す
べ
て
の
も
の
に
不
変.
永
続
•
自
立
を
性
格
 

と
す
る
実
体
の
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
転
換
の
論
理
を
内
蔵
 

す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
瑜
伽
行
派
に
お
い
て
も「

概
念
的
 

虚
構
は
空
性
に
お
い
て
滅
す
る」

と
い
っ
た
龍
樹
の
思
想
は
そ
の
ま
ま
 

受
け
継
が
れ
て
い
る( 『

中
辺
分
別
論』
一

.1

参
照)

。

⑵
い
ま
ひ
と
つ
重
要
な
こ
と
は
有
部
の
三
世
実
有
論
を
め
ぐ
る
問
題
で
 

あ
る
。
現
象
的
な
す
べ
て
の
事
象
は
刹
那
減
で
あ
っ
て
、
生
じ
た
瞬
間
 

に
滅
し
て
し
ま

う
か
ら
、

1

つ
の
事
象
と
他
の
事
象
と
の
あ
い
だ
に
は
 

因
果
関
係
は
成
立
し
な
い
。
十一

一
縁
起
が
死
と
生
と
を
連
続
さ
せ
る
一
 

つ
の
系
列
と
し
て
成
り
立
つ
た
め
に
は
、

一
つ
の
支
分
と
次
の
支
分
と
 

の
間
に
因
果
関
係
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
 

の
瞬
間
的
存
在
性(

刹
那
滅
論)

を
中
核
的
な
理
論
と
す
る
有
部
、
と
 

い
う
よ
り
、
仏
教
一
般
に
お
い
て
、
こ
の
因
果
関
係
は
あ
り
え
な
い
。
 

そ
の
た
め
有
部
は
、
現
象
の
世
界
に
お
い
て
は
刹
那
滅
で
あ
る
事
象
の

一
々
は
、
同
時
に
、
実
体
の
世
界
に
お
い
て
は
恒
常
で
あ
る
、
と
い
う
 

理
論
を
樹
立
し
た
。
現
象
界
に
お
い
て
は
切
り
離
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
 

事
象
は
、
実
体
の
世
界
で
は
と
も
に
常
住
な
る
も
の
と
し
て
あ
る
か
ら
、
 

そ
の
あ
い
だ
に
因
果
関
係
が
成
り
立
つ
。
そ
の
実
体
の
世
界
に
裏
付
け
 

ら

れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
象
の
世
界
で
の
因
果
関
係
も
あ
り
得
る
、 

と
い
う
の
で
あ
る
。

あ
る
善
あ
る
い
は
悪
の
行
為
と
、
時
間
を
隔
て
て
現
れ
る
そ
の
結
果
 

と
の
関
係
を
有
部
は
こ
う
説
明
す
る
。
た
と
え
ば
あ
る
人
が
盗
み
と
い
 

う
悪
業
を
行
う
と
、
そ
の
時
点
で
そ
の
行
為
は
そ
の
結
果
、
た
と
え
ば
 

受
刑
、
を

「

取
る」

(phalarp  grhsti
)。

現
象
と
し
て
の
そ
の
行
為
 

は
そ
の
瞬
間
に
消
滅
す
る
が
、
そ
の
行
為
の
実
体
は
恒
常
的
に
存
在
し
一
 

て
受
刑
と
い
う
結
果
を
保
ち
続
け
、
縁
を
待
っ
て
あ
る
時
点
で
そ
の
結
W 

果

を「

与
え
る」

(phalarpprayacchati )。

こ
の
よ
う
な
実
体
の
恒
一
 

常
性
の
理
論
は
、
十
二
縁
起
解
釈
の
根
底
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

有
部
の
多
元
的
実
在
論
は
五
位
七
十
五
法
の
体
系
を
も
っ
て
い
て
、
 

合
理
的
な
実
体
と
し
て
物
質
、
心
、
心
作
用
、
論
理
的
•
言
語
的
概
念
 

(

心
不
相
応
行)

、
作
ら
れ
た
の
で
な
い
恒
常
な
存
在(

無
為)

に
わ
た
っ
 

て
七
十
五
種
類
の
実
体
を
数
え
上
げ
た
。
そ
し
て
自
我
は
そ
の
七
十
五
 

種
類
の
な
か
に
含
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
教
の
無
我
の
 

伝
統
を
守
っ
た
。
け
れ
ど
も
、

一
方
で
自
我
と
い
う
実
体
の
存
在
を
否
 

定
し
な
が
ら
、
他
方
で
複
数
の
実
体
を
設
定
す
る
、
と
い
う
矛
盾
は
弁
 

護
の
余
地
が
な
い
。

龍
樹
は『

般
若
経』

を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
空
の
理
論
を
構
築
し
た
。



彼
は
ま
ず
い
わ
ゆ
る「

実
体」

を
厳
密
に
定
義
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
 

( 『
中
論』

第
十
五
章)

。
実

体(svabhava)

と
は
、
自
立
的•

恒
常

•
 

_

な
る
も
の
で
あ
る
、
と
龍
樹
は
い
う
。
こ
の
よ
う
に
変
化
す
る
こ
 

と
の
な
い
実
体
は
い
か
な
る
作
用
も
も
た
な
い
か
ら
、
無
常
な
る
現
象
 

界
に
参
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
因
果
関
係
と
い
う
も
の
は
二
つ
の
 

事
物
の
あ
い
だ
に
な
ん
ら
か
の
同
一
性
を
予
想
す
る
の
で
あ
る
が
、
実
 

体
と
し

て

の
原
因
が
結
果
と
同

一
で
あ
れ
ば
、
原
因
は
原
因
で
な
い
も
 

の
と
な
っ

て

し
ま
う
。
原
因
が
結
果
と
別
異
で
あ
れ
ば
そ
の
両
者
の
あ
 

い
だ
に
い
か
な
る
必
然
的
関
係
も
あ
り
え
な
い
。
刹
那
減
の
諸
事
象
の
 

間
に
因
果
関
係
が
成
立
し
な
い
こ
と
は
、
有
部
も
i

も
ま
た
瑜
伽
行
 

派
も
認
め
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
嘉
は
一
一
一
世
実
有
論
を
展
開
し
 

て
、
実
体
の
世
界
の
現
象
へ
の
関
与
を
要
請
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
 

龍
樹
に
よ
れ
ば
、
そ
の
実
体
も
因
果
作
用
に
根
拠
を
あ
た
え
る
こ
と
は
 

で
き
な
か
っ

た

。

龍
樹
に
と
っ
て
は
、
こ

の
世
か
ら
か
の
世
へ
、
死
か
ら
再
生
へ
と
移
 

行
す
る
主
体
は
な
に
も
な
い
。
自
我
や
個
体
存
在
も
実
体
と
し
て
死
と
 

生
の
あ
い
だ
を
繫
ぐ
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
無
常
な
、
そ
し
て
こ

れ
も
 

実
体
の
な
い
、
夢

•
幻
の
よ
う
な
事
物
が
原
因
と
し
て
消
滅
し
、
夢
. 

幻
の
よ
う
な
結
果
が
生
じ
る
だ
け
で
あ
る
。

ffl
 

アー

ラ
ヤ
識(Alaya-vij

olana)

⑴
余
れ
る
も
の(ava§

i?ta )
：

瑜
伽
行
派
は
中
観
派
と
は
異
な
っ
た
 

形
で「

空」

を
理
解
し
て
い
る
。「

あ
る
も
の
3
が

ぁ

る

場

所
©)
に

な

い
と
き
、
B
は
A
と
し
て
は
空
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
如
実
に
観
察
 

す
る
。
他
方
ま
た
、(

右
の
よ

う

に
空
で
あ
る
と
否
定
さ
れ
た
の
ち
に
も)

な

お(

否
定
さ
れ
な
い
で)

な
ん
ら
か
余
っ
た
も
の
が
こ
こ
に
あ
る
な
 

ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
は
い
ま
や
実
在
な
の
で
あ
る
と
如
実
に
知
る」

(『

中
 

辺
分
別
論』

世
親
釈 

一
二
、
長
尾
雅
人
訳)

。
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
な
か
に
は
 

主
観

•客
観
の
二
つ
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
虚
妄
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
 

実
は
空
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
空
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
ア
ー
 

ラ
ヤ
識
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
と
い
う
趣
旨
で
 

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
従
来
の
諸
学
派
で
は
知
ら
れ
な
か
っ
 

た
心
が
別
に
設
定
さ
れ
た
。
そ
れ
が
ア
ー
ラ
ャ
識
で
あ
る
。

ア
ー
ラ
ャ
識
は
無
限
の
過
去
か
ら
流
れ
続
け
る
刹
那
滅
の
心
で
あ
る
。
一 

そ
れ
は
眼
識
•
耳
識

•鼻
識.
舌
識

•
身
識

•
意
識
と
い
う
通
常
の
六2

 

種
の
認
識(

転
識)

と
は
異
な
っ
て
、
自
覚
さ
れ
な
い
潜
在
意
識
と
し

一
 

て
あ
る
。
そ
れ
が
刹
那
滅
の
流
続(

相
続)

で
あ
る
か
ら
、
恒
常
な
実
 

体
と
し
て
の
自
我
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
し
か
し
、
通
常
の
現
象
識(

転
 

識)

の
よ
う
に
一
瞬
間
現
象
し
て
た
だ
ち
に
消
滅
す
る
の
で
は
な
く
て
、
 

刹
那
減
の
諸
現
象
識
の
下
意
識
と
し
て
そ
れ
ら
に
常
に
随
伴
す
る
点
で
、

六
種
の
現
象
識
か
ら
も
区
別
さ
れ
る
。(

本
論
で
は
、
第
七
末
那
識
と
い
う

 

自
我
意
識
に
は
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る。)

⑵
仏
教
で
は「

こ
こ
ろ」

に
た
い
し
て
は
心(citta)  

•意

(marms)
•
識

(vl 」

oia
n
a
)

の
三
語
が
あ
っ
て
、

一
般
的
に
は
そ
れ
ら
は
同
義
異
 

語
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
も
と
よ
り
、
有
部
が
意
を
直
前
に
過
去
に
 

去
っ
た
識
で
あ
る
と
い
い
、
そ
れ
を
眼
•
耳
な
ど
の
感
覚
器
官
と
並
べ



て

、
識
の
た

め

の
感
覚
器
官
と
し

て
地
位
を
与
え
た
よ
う
に
、
学
派
に
 

よ
っ
て

こ

の
三
語
を
区
別
す
る

こ

と
も

あ
っ
た
で

あ

ろ

うか
、
特
定
の
 

学
派
の
特
殊
な
解
釈
が
一

般
に
認
め
ら
れ
た
わ

け

で

は

な

い

。瑜
伽
行
 

派
も

き

わ

め

て特
殊
な
解
釈
を
行
な
っ
て

い

る

。

こ

の学
派
は
心

を

ア

ー

 

ラ
ヤ
識
に
当
て
、
意
を
、
有
部
と
同
じ
よ
う
に
、
意
根
に
当
て
、
識
を
 

六
種
の
転
識
、
と
く
に
第
六
識
に
あ

て

る

の

で

あ

る

。

こ

の

こ

と

は

、

有
部
が
当
面
し
た
の
と
同
じ
、
十11

縁
起
に
お
け
る
支
分
の
重
複
を
避
 

け

る
た
め
に
役
立
っ
た
が
、
同
時
に
そ
れ
が
ア

ー

ラ

ヤ識
存
在
の
証
明
 

の一

つ

と

も

な
っ
て

い

る

。士
一
縁
起
の
第
三
支
の
識
は
ア
ー

ラ

ヤ
識
 

で

な

く

て

は

な

ら

な

い

。

r

識
を
縁
と
し

て
名
色
が
あ

る」

と

い

う

と

 

き
に
、
前
の
識
が
六
識
で
あ

れ

ば

、六
識
は
刹
那
減
で
あ

る

か

ら

、識
 

を
縁

と

し

て名
色
が
あ

る

、

と

い

え

な

く

な

っ

て

し

ま

う

か

ら

で

あ

る

。

名
色
の
う
ち
の
識
は
他
の
物
質
•
感
覚

•
表
象
•
意
欲
と
と
も
に
個
 

体
存
在
を
構
成
す
る
五
蘊
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
六
識
 

で
あ
る
。
六
処
の
う
ち
の
意
は
、
有
部
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
意
根
 

で
あ
る
。

無
明——

行
一
^—

-

遣

——

處

——

触…
…

アーラヤ
識意 

⑶
三
世
実
有
論
と
ア
ー
ラ
ヤ
識：

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
表
象
す
る
 

六
識
は
そ
の
印
象(

習
気
、
種
子)

を
ア
i
フ
ヤ
識
に
熏
習
す
る(

現
 

行
熏
種
子)

。
ア
ー
ラ
ヤ
識
は
あ
ら
ゆ
る
習
気
を
そ
の
う
ち
に
種
子
と
し
 

て
蓄
え(

一
切
種
子
識)

、
縁
を
得
て
六
識(

諸
現
象)

を
顕
現
さ
せ
る
 

(

種
子
生
現
行)

。
こ
の
現
行
熏
種
子
と
種
子
生
現
行
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

時
に
行
な
わ
れ
る(

三
法
展
転
、
因
果
同
時)

。
瑜
伽
行
派
の
考
え
で
は
、 

因
果
関
係
で
あ
る
熏
習
は
同
時
に
存
在
す
る
一
一
つ
の
識
の
あ
い
だ
に
の
 

み
あ
り
得
る
。
六
識
の
一
々
は
刹
那
減
で
あ
る
か
ら
、
前
刹
那
の
識
は
 

後
刹
那
の
識
の
た
め
の
原
因
と
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
熏
習
は
 

六
識
と
そ
れ
と
同
時
に
存
在
し
続
け
る
ア

ー
ラ
ヤ
識
と
の
間
に
の
み
可
 

能
で
あ

る

。

じ

つ

は

、

こ

の

ア

！

ラ
ヤ
識
は
有
部
の
三
世
に
恒
常
な
実
 

体
の
観
念
と
き
わ
め
て
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
有
部
は
刹
那
滅
の
諸
現
 

象
の
あ
い
だ
に
因
果
関
係
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
、
過
去.
現
在

• 

未
来
の
三
時
に
常
住
す
る

実
体
を
要
請
し
た
の

で

あ

る

。

瑜
伽
行
派
は
 

そ
の
実
体
の
観
念
を
中
観
派
と
と
も
に
、
批
书
し
た
が
、
代
わ
り
に
菊

 

那
滅
で
は
あ
る
が
、
無
限
の
過
去
か
ら
、
人
が
解
脱
し
な
い
か
ぎ
り
、

| 

無
限
の
自
ま
で
流
れ
続
け
る
ア
ー
ラ
ヤ
識
と
い
う

下
意
識
を
設
定
し
16 

た
。
六
識
の
一
々
は
一
瞬
に
消
滅
し
て
し
ま
う
が
、
六
識
の
底
に
常
に
一
 

菊

那
滅
の
流
れ
と
し
て
あ
る
ア
ー
ラ
ヤ
識
が
あ
る
か
ら
、
こ

の
同
時
的
 

な
一
一
つ
の
識
の
あ
い
だ
に
因
果
関
係
は
あ
り
得
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ

こ

に

は十
二
縁
起
と
関
係
の
あ

る

か

ぎ

り

の

、ア
ー

ラ

ヤ
識
の
存
 

在
証
明
の
主
要
な
も

の

を
摘
記
し
た
だ
け
で
あ

る

が

、
ア
ー
ラ
ヤ
識
存
 

在
証
明
は
こ
れ
ら
以
外
に
も
あ

る

。
な
か
で
も
重
要
な
も
の
は
滅
尽
定
 

に
か
か
わ
る
も

の

で

あ

る

。仏
教
に
は
四
禅
.
四
無
色
定
の
他
に
滅
尽
 

定
と

い

う
も
の
が
あ
っ
て
、
こ

れ

に
入
っ
た
人
は
感
受
も

表
象
も
滅
し
 

て

し

ま

う

。要
す
る
に
無
意
識
の
状
態
が
続
く
の

で

あ

る

が

、死
ん
だ
 

わ
け
で
は
な

い

か

ら

、や
が
て
意
識
を
取
り
戻
し
て
瞑
想
よ
り
立
ち
上
 

が

る

。
滅
尽
定
に
入
っ
て
い

る
間
は
六
識
は
存
在
し
な

い

。
彼
が
ま
た



意
識
を
取
り
戻
す
の
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
ぅ
も
 

の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
十
一
一
縁
起
を
め
ぐ
る
有
部•

中
観
.
瑜
伽
行
の
三
学
派
の
 

思
想
的
発
展
を
た
ど
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
派
 

の
他
の
思
想
は
、
そ
れ
が
い
か
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
記
述
を
 

省
略
し
た
。
た
と
え
ば
ア
ー
ラ
ヤ
識
に
関
し
て
も
、
三
性
説
、
転
依
な
 

ど
の
重
要
思
想
に
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。

討
論

討
議
者
石
田
慶
和

あ
ら
か
じ
め
梶
山
先
生
の
ぺ
ー
。ハ
ー
の
要
旨
を
、
次
の
よ
ぅ
に
ま
と
 

め
て
み
ま
し
た
。

講
演
要
旨

I

十
一
一
縁
起
の
輪
廻
的
解
釈——

説
一
切
有
部
の
場
合
 

一
、
支
分
の
意
味
 

無
明〜

老
死
 

一一、

三
世
両
重
因
果
に
お
け
る
支
分
の
配
当
 

過
去
世：

無
明
•
行
 

現
在
世：

識〜

有
 

未
来
世：

生

•
老
死

三
、
有
部
の
時
分
縁
起
説

業
報
輪
廻(

因
果
応
報
•自
業
自
得〕

ぬ
と
+
ー
 

s

i
 

三
世
両
重
因
果

四
、
有
部
の
十
一一

縁
起
解
釈
の
特
色
 

⑴
通
仏
教
的
特
色

①
各
支
分
は
刹
那
滅

17



f

•業
•
苦
の
三
分
類
 

f

色
は
五
蘊
の
構
成
要
素
 

⑵
有
部
固
有
の
特
色

①
時
分
縁
起
説

②
三
世
実真

！！
：

各
支
の
実
体
的
常
住
性——

中
観
•
唯
識
学
派
 

に
批
判
さ
れ
る

五
、
死
と
再
生

生
有

•
本
有

•
死
有
•
中
有
の
反
復

n

中
観
派
の
十
二
縁
起
解
釈

I

、
大
乗
経
典
と
十一

一
縁
起

煩
悩

•
業

•

苦
の
相
互
依
存
性

II 、

龍
樹
のf

因
縁
心
論
釈J

r  
士
一 
支
は
煩
悩•

業•

苦
の
三
つ
に
お
さ
ま
る」

「

実
体
と
し
て
の
自
我
な
き
も
の
だ
け
か
ら
実
体
と
し
て
の
自
我
 

な
き
も
の
だ
け
が
生
じ
る」

「

事
物
を
無
常
•苦

•
空

•
無
我
と
観
察
す
る
な
ら
、
五
種
の
原
 

因

(

愛

•憎
•業
•取
•有)

を
集
め
な
い
か
ら
、
か
の
世
に
お
い
 

て
結
果
は
生
じ
な
い
。
こ
れ
を
解
脱
と
い
ぅ」

三
、
中
観
派
か
ら
瑜
伽
へ
 

⑴
龍
樹

「

輪
廻
の
輪
は
誤
つ
た
分
別
の
習
気
に
よ
つ
て
生
じ
さ
せ
ら
れ
た
 

も
の
で
あ
る」

「

行
為
と
煩
悩
は
分
別
か
ら
生
じ
る
。
そ
れ
ら
は
i

な
概
念
的
 

虚
構
に
よ
る」

「

概
念
的
虚
構
は
允
连
に
お
い
て
滅
せ
ら
れ
る」

虚
構
に
す
ぎ
な
い
多
様
な
概
念
が
判
断
•
推
理

•
思
惟
を
生
み
、 

そ
の
思
惟
が
煩
位
を
、
そ
し
て
煩
悩
が
行
為(

業)

を
生
ん
で
、

つ
い
に
迷
い
の
生
存
を
引
き
起
こ
す
。

⑵
瑜
伽
行
唯
識
派

虚
妄
分
別(

ァ
I
ラ
ャ
滋)

：

主
観
•
客
観
の
益

無

明

i

l

«—

^
妄
分
別

主
客
の
の
空
な
る
こ
と
を
さ
と
っ
て
そ
れ
を
す
て
る

こ

と

が
解
脱
へ
の
道

そ
の
転
依
を
可
能
に
す
る
の
は
空
性
 

⑶
三
世
実
有
論
の
問
題

有
部：

現
象
の
世
界
で
は
刹
1

、
実
体
の
世
界
で
は
恒
常
、
 

因
果
関
係
の
成
立
 

龍
樹：

実
体
概
念
の
検
討

In

ア
ー

ラ
ヤ
識

 

1
ヽ
余
れ
る
も
の

ァ
ー
ラ
ャ
識
は
刹
那
減
の
心
、
自
覚
さ
れ
な
い
潜
在
i

 

一I 、
ァ
ー
ラ
ャ
識=

心

ァ
ー
ラ
ャ
識
の
存
在
証
明
 

三
、
三
世
実
衰
■
と
ァ
ー
ラ
ャ
識

- 1 8  —



六
識(

諸
現
象
の
表
象)

の
印
象(

習
気
、
種
子)

の
ア
ー

ラ

ヤ

 

識
熏
習(

現
行
熏
種
子)

、
習

気(

種
子)

の
蓄
え
、
縁
を
得
て
 

六
識
の
顕
現(

種
子
生
異
仃)

、
熏
習
は
六
識
と
同
時
I

の
ァ
ー
 

ラ
ャ
識
と
の
間
に
の
み
可
能
、
六
識
は
刹
那
滅
だ
が
そ
の
底
に
 

ァ
ー
ラ
ャ
識
が
あ
る
か
ら
一
一
つ
の
識
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
り
 

厚
る
。

今
日
の
お
話
の
テ
ー
マ
は
、I

つ
は
説I

切
有
部
の
十
二
縁
起
の
解
 

釈
。
そ
れ
か
ら
中
観
派
の
十
二
縁
起
の
解
釈
。
三
番
目
に
ァ
ー
ラ
ャ
識
 

に
つ
い
て
の
ご
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
問
題
に
な
り
ま
し
た
の
は
、
有
部
が
一
方
で
は
、
各
支
が
仏
 

教
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
刹
那
滅
で
あ
る
と
い
う
無
我
の
立
場
を
 

根
本
的
に
問
い
な
が
ら
、

一

方
で
は
三
世
実
有
と
い
う
概
念
の
序
列
に
 

お
い
て
は
各
支
が
常
住
性
を
も
つ
と
い
う
、
そ
う
い
う
点
で
い
わ
ば
論
 

理
的
な
矛
盾
に
逢
着
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
 

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
大
乗
仏
教
、
特
に
中
観
、
唯
識
に
お
 

い
て
、
そ
れ
が
徹
底
的
に
批
判
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
第
一
一
番
 

目
の
テ
ー
マ
の
中
観
派
の
十1

1

縁
起
解
釈
の
と
こ
ろ
で
述
べ
ら
れ
ま
し
 

た
。
そ
う
い
う
中
観
の
立
場
と
い
う
の
は
結
局
、
因
果
関
係
が
夢
•
幻
 

の
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
考
え
方
で
す
の
で
、
そ
う
い
う
考
え
方
に
対
 

し
て
瑜
伽
行
派
が
ア~

ラ
ヤ
識
と
い
う
も
の
を
設
定
す
る
こ
と
を
通
し
 

て
そ
の
問
題
に
一
つ
の
思
想
的
展
開
を
示
し
た
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
 

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
私
の
考
え
ま
し
た
点
は
、
業
報
輪
廻
説
と
い
う
の
は
イ
ン
ド
 

に
お
け
る
道
徳
的
倫
理
的
関
心
に
基
づ
い
て
成
立
し
て
い
る
も
の
で
あ
 

る
。
と
こ
ろ
が
十
二
縁
起
説
は
釈
尊
の
悟
り
を
基
礎
に
し
て
、
そ
れ
を
 

展
開
し
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
す
が
、
内
容
と
し
て
は
哲
学
的
言
葉
 

で
申
し
ま
す
と
存
在
論
的.

認
識
論
的
な
視
野
を
開
く
思
想
で
は
な
い
 

か

、

と

い

う

こ

と

で

す

。

イ
ン
ド
の
古
来
の
業
報
輪
廻
説
と
い
う
の
は
、
業
報
輪
廻
と
言
う
限
 

り
は
ど

う

し

て

も輪
廻
す
る
主
体
と
い
う
も
の
を
予
想
せ
ざ
る
を
得
な
 

い
。

一
方
、
十
一
一
縁
起
説
は
宗
教
的
な
要
求
を
通
し
て
開
か
れ
た
釈
尊
 

の
解
脱
知
見
で
あ
り
ま
し
て
、
し
か
も
そ
れ
は
無
我
説
と
い
う
も
の
を
 

基
礎
と
致
し
ま
す
。
そ
う
い
う
十
二
縁
起
説
を
基
礎
と
し
て
、
現

象

世

I  

界
の
論
理
的
構
造
を
説
明
し
よ

う

と

する
と
こ
ろ
に
困
難
が
生
ず
る
の
19 

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
。 

-

そ
の
問
題
は
ち
ょ
う
ど
ヵ
ン
ト
が
理
論
理
性
で
逢
着
し
た
形
而
上
学
 

的
な
問
題
で
す
ね
。
そ
れ
と
実
践
理
性
と
い
う
も
の
を
展
開
せ
ざ
る
を
 

得
な
か
っ
た
問
題
。
或
い
は
純
粋
理
性
に
お
け
る
二
律
背
反
の
問
題
に
 

対
応
す
る
の
で
は
な
い
か
。
哲
学
史
上
に
実
践
と
理
論
と
の
両
面
に
わ
 

た
る
非
常
に
困
難
な
問
題
と
し

て

思
索
さ
れ
て

き

た
問
題
が
、

イ

ン

ド

 

の
仏
教
を
中
心
と
し
て
展
開
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
 

考
え
ら
れ
ま
す
。

結
局
、
最
終
的
な
問
題
と
し
て
や
は
り
、
龍
樹
に
し
ま
し
て
も
、
或
 

い
は
瑜
伽
行
唯
識
に
し
ま
し
て
も
、
仏
教
の
無
我
、
或
い
は
空
と
い
う
 

立
場
か
ら
現
実
の
道
徳
的
•
倫
理
的
関
心
に
基
づ
い
た
業
報
輪
廻
と
い



う
考
え
方
を
ど
う
理
解
す
る
か
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
意
味
に
お
い
て
体
 

験
の
事
柄
に
包
含
し
て
い
く
か
、
と
い
う
そ
う
い
う
問
題
が
依
然
と
し
 

て
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

司

会

者(

常
盤
義
伸)

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
皆
 

様
方
か
ら
ご
質
問
を
頂
い
て
梶
山
先
生
に
お
答
え
頂
く
と
い
う
ふ
う
に
 

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
な
た
か
。

八
木
誠I

い
ま
石
田
先
生
も
言
わ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
実
際
に
は
輪
 

廻
と
い
う
場
合
に
は
、
実
際
上
何
か
続
い
て
い
く
実
体
が
な
い
と
輪
廻
 

に
は
な
ら
な
い
と
す
る
と
、
龍
樹
の
よ
う
に
考
え
る
場
合
に
は
実
質
上
、
 

輪
廻
と
い
う
こ
と
は
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
 

し

よ.
っ

かo

梶

山

は
い
。
実
質
的
に
は
否
定
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
龍
樹
の
場
合
。
 

つ

ま

り

あ

ら

ゆ

るも
の
に
実
体
が
な
い
。
こ

れ

は

あ

ら

ゆ

るも
の
で
す
 

か
ら
、
物
質
的
な
存
在
に
せ
よ
、
或
い
は
我
々
の
認
識
や
行
為
に
致
し
 

ま

し

て

もす
べ
て
実
体
が
な
い
わ
け
で
す
。

た
だ
し
、
龍
樹
に
は
よ
く
言
わ
れ
ま
す
よ
う
に
、
勝
義
諦
と
世
俗
諦
 

と
い
う
一
一
つ
の
真
理
を
分
け
ま
す
も
の
で
す
か
ら
ね
。
最
高
の
真
実
の
 

立
場
と
し
て
は
、
実
体
が
有
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
行
為
も
空
で
あ
り
ま
 

す
し
、
認
識
も
空
、
原
因
も
空
で
あ
り
、
結
果
も
空
で
あ
る
と
い
う
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
世
の
中
の
倫
理
を
樹
ち
立
て
る
立
場
と
し
 

て
は
業
報
輪
廻
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
方
が
い
い
と
い
う
だ
け
で
あ
り
 

ま
し
て
、
実
際
は
な
い
の
で
す
。

例
え
ば
、
人
間
は
人
間
を
殺
す
と
殺
人
で
す
か
ら
地
獄
へ
落
ち
る
、
 

と
い
う
の
が
、
輪
廻
説
の
言
う
と

こ

ろ

な
の
で
す
が
、
し

か

し
仏
教
で
 

は
人
間
も
鯨
も
牛
も
犬
も
猫
も
同
等
、
平
等
な
の
で
す
ね
。
仏
教
的
に
 

言
え
ば
、
鯨
も
人
間
も
区
別
な
い
の
だ
か
ら
、
鯨
を
食
べ
た
ら
地
獄
へ
 

行
か
ん
な
ら
ん
で
す
か
ら
ね
。
そ
う
い
う
問
題
が
あ
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
親
鸞
が『

教
行
信
証』

の

「

信
巻」

の
最
後
の
方
で
 

『

涅
槃
経』

を
引
用
し
て
盛
ん
に
言
う
の
で
す
が
、

ア
ジ
ャ

ー

タ
シ
ャ
 

ト
ル
が
お
父
さ
ん
を
殺
し
た
後
で
大
変
に
悩
み
ま
し
て
、
地
獄
へ
落
ち
 

る
と
大
騒
ぎ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
へ
理
屈
を
聞
く
の
で
す
が
、
そ
れ
で
 

は
決
着
が
つ
か
な
い
で
結
局
、
ブ
ッ
ダ
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
教
え
て
も
 

ら
う
。
そ
こ
で
ブ
ッ
ダ
の
理
屈
と
い
う
の
は
全
く『

般
若
経』

の

空

の
一 

思
想
な
の
で
す
ね
。
要
す
る
に
、
行
為
も
空
だ
し
結
果
も
空
だ
と
い
う
20 

の
だ
か
ら
地
獄
な
ん
か
あ
り
は
し
な
い
、
地
獄
も
な
い
し
神
々
の
世
界

一
 

も
な
い
の
だ
と
。
そ

う

い

う
の
教
え
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ャー

夕
シ
ャ
 

ト
ル
は
救
わ
れ
る
と

い

う

こ

と

に

な
っ

て
ま
す
の
で
す
が
ね
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
僕
は
宗
教
と
倫
理
は
次
元
が
違
う
と
思
い
ま
す
け
 

ど
、
そ
う
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
こ
れ
、
宗
教
が
世
の
中
に
生
き
て
 

働
く
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
世
俗
に
同
ず
る
と
い
 

う
こ
と
も
必
要
な
の
で
、
み
な
苦
労
し
て
る
の
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
。
 

大
某
さ
っ
き
、
空
の
立
場
で
は
輪
廻
は
な
い
と
。
業
報
輪
廻
説
と
い
 

う
輪
廻
の
考
え
方
は
仏
教
か
ら
言
っ
た
ら
お
か
し
い
こ
と
で
す
の
で
。
 

と
こ
ろ
が
、
そ
う
い
う
輪
廻
説
で
な
く
て
、
輪
廻
そ
の
も
の
で
す
ね
。

輪
廻
そ
の
も
の
は
、
こ

れ

は
や
は
り
仏
教
の
説

こ

う

とし
た
衆
生
全
体



の
問
題
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
ひ
と
つ
の
人
間
存
在
の
、
西
谷
先
生
の
 

解
釈
だ
と
有
限
な
無
限
性
と
か
無
限
な
有
限
性
と
か
い
う
、
そ
う
い
う
 

有
限
な
人
間
存
在
の
も

っ

て

い

る無
限
の
問
題
そ
の
も
の
で
す
ね
。
そ

 

れ
を
何
と
か
解
決
し
な
け
れ
ば
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
仏
教
が
担
っ
て
 

い
る
問
題
と
は
そ
う
い
う
問
題
だ
か
ら
、
輪
廻
そ
の
も
の
は
や
は
り
問
 

題
で
は
な
い
か
と
、
そ

う

い

う

こ

と

を言
っ
て
い
い
で
し

ょ

う
か
ね
。
 

梶
山
私
も
そ
の
西
谷
先
生
の
輪
廻
説
、
つ
ま
り
我
々
が
動
物
や
地
獄
 

の
住
人
や
神
々
と
同
じ
よ
う
な
生
物
の
種
の
一
つ
に
す
ぎ
な
く
て
、
我
 

我
と
犬

•
猫
と
の
間
に
何
の
区
別
も
な
い
の
だ
と
、
そ

う

い

う平
等
と
 

い
う
考
え
方
、
こ
れ
は
非
常
に
大
事
だ
し
、
そ
れ
が
輪
廻
説
の
持
っ
て
 

い

る
一
つ
の
メ

リ

ッ

トだ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
無
我
説
と1

緒
に
な
り
ま
す
と
ね
、
我
々
は
無
我
、 

自
己
の
主
体
と
し
て
の
実
体
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
そ
 

う
す
る
と
私
と
大
峯
さ
ん
と
は
全
く1

体
に
な
る
の
で
す
。
あ
な
た
に
 

も
自
我
が
な
い
、
私
に
も
自
我
が
な
い
、
だ
か
らI

体
で
あ
る
と
ね
。

犬
も
鯨
も
牛
も
私
と一

体
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
ぞ
れ
に
中
心
が
な
い
。

も
う1

つ
、
大
峯
先
生
と
の
関
係
を
つ
け
な
が
ら
申
し
上
げ
ま
す
が
、 

龍
樹
が
言
っ
て
い
る「

夢

•
幻
の
よ
う
だ」

と
い
う
言
葉
は
、
罪
を
含
 

め
て
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
罪
が
 

苦
し
く
な
い
も
の
だ
と
い
う
の
じ
ゃ
な
い
の
で
す
よ
。
悪
夢
を
見
て
の
 

た
う
ち
廻
っ
て
い
る
と
き
は
、
地
獄
に
行
く
の
と
同
じ
く
ら
い
に
苦
し
 

い
。
或
い
は
そ
の
悪
夢
そ
の
も
の
が
地
獄
だ
と
言
っ
て
も
い
い
ふ
う
に
 

苦
し
い
。
し
か
し
、
我
々
が
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
実
体
が
な
い
の
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
そ
の
夢
か
ら
覚
め
た
時
に
は
我
々
は
救
わ
れ
る
 

と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

だ
か
ら
輪
廻
説
は
、
片
一
方
で
は
こ
の
世
の
中
の
倫
理
•
道
徳
の
根
 

拠
づ
け
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
古
代
ィ
 

ン
ド
は
祭
式
主
義
で
倫
理
•
道
徳
は
あ
り
は
し
な
い
。
す
べ
て
が
神
々
 

に
犠
牲
を
捧
げ
て
祈
っ
て
、
戦
争
に
勝
つ
た
め
に
も
息
子
を
欲
し
い
時
 

に
も
み
ん
な
祈
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
こ
へ
輪
廻
説
が
出
て
き
て
初
め
て
、 

倫
理

•
道
徳
と
い
う
も
の
が
で
き
て
き
た
。
そ
れ
がI

つ
の
メ
リ
ッ
ト
 

な
の
で
す
が
、
も
う
そ
の
時
点
で
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
て
ね
。
ィ
 

ン
ド
は
ご
承
知
の
よ
う
に
力
！
ス
ト
階
ム
石
で
す
か
ら
、
チ
ャ
ン
ダ
ー
 

ラ
と
い
う
ィ
ン
ド
教
の
領
域
に
全
然
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
最
下
層
の
階
一
 

級
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
お
ま
え
が
そ
う
い
う
階
級
に
生
ま
れ
て
き
M 

た
の
は
、
お
ま
え
が
前
世
で
悪
い
こ
と
を
し
た
か
ら
で
あ
る
と
、
そ

う
一
 

い
う
理
屈
は
も
う
そ
の
頃
か
ら
出
て
く
る
の
で
す
ね
。

だ
か
ら
、
輪
廻
説
と
い
う
の
は
片
一
方
で
は
非
常
に
f

た
面
を
持
っ
 

て
い
る
の
で
す
が
、
同
時
に
い
つ
で
も
差
別
を
生
み
出
す
も
と
で
あ
っ
 

た
と
い
う
こ
と
も
確
か
で
す
ね
。

八
木
誠
一
輪
廻
転
生
し
て
い
く
の
は
、
そ
こ
に
何
か
ず
っ
と
連
続
す
 

る
も
の
が
考
え
ら
れ
て
い
た
と
し
て
、
そ
れ
で
、
そ
の
時
点
で
涅
槃
に
 

入
る
と
い
う
こ
と
は
、
輪
廻
転
生
の
呪
縛
か
ら
逃
れ
る
こ
と
だ
と
い
う
 

ふ
う
に
よ
く
聞
く
の
で
す
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
か
。

輪
廻
転
生
を
通
し
て
続
い
て
い
く
何
か
が
雲
散
霧
消
し
ち
ゃ

う

と

い

う

、 

そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
か
。



梶
山
え

え

。
で
す
か
ら
輪
迴
説
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
も
世
俗
的
 

な
道
徳
の
論
理
な
の
で
す
ね
。
ご
承
知
の
よ
う
に
仏
教
に
は
終
末
論
が
 

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
ら
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
罪
が
裁
か
れ
る
と
い
う
こ
と
 

が
な
い
の
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
我
々
が
悟
ら
な
い
限
り
は
、
未
来
永
劫
 

に
わ
た
っ
て
輪
廻
転
生
を
続
け
る
。

そ
れ
で
は
そ
こ
か
ら
ど
う
し
て
超
越
す
る
か
と
い
う
と
、
輪
廻
説
自
 

体
の
中
に
は
、
そ
の
輪
廻
を
否
定
す
る
根
拠
と
い
う
の
は
何
も
な
い
の
 

で
す
。
だ
か
ら
、
全
く
別
の
根
拠
が
出
て
く
る
。
つ
ま
り
仏
教
で
言
え
 

ば
縁
起
説
を
理
解
し
て
悟
る
と
か
、
或
い
は
煩
悩
を
断
滅
し
て
悟
る
と
 

か
、
ヒ

ン

ド

ゥ

ー教
な
ら
ば
アー

ト

マ
ン
と
ブ

ラ

フ
マ
ン
と
の1

体
性
 

を
直
観
す
る

と
い
う
。
そ
れ
が
あ
っ
て
救
わ
れ
る
の
で
す
。

長
谷
川
先
程
か
ら
十
二
縁
起
を
輪
廻
と
結
び
つ
け
て
皆
様
お
考
え
の
 

よ
う
で
す
け
ど
も
、
必
ず
し
も
輪
廻
と
結
び
つ
け
な
く
て
も
、
因
果
あ
 

る
い
は
縁
起
と
だ
け
結
び
つ
け
て
考
え
ま
す
と
、
そ
ん
な
に
大
き
な
混
 

乱
が
生
じ
な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
思
う
わ
け
で
す
。
十一
一
縁
起
説
 

を
自
分
自
身
の1

生
上
で
当
て
嵌
め
て
き
ま
す
と
、
な
る
ほ
ど
そ
う
だ
 

な
と
。
こ
れ
は
滅
多
や
た
ら
な
こ
と
は
で
き
な
い
と

い

う
強
い
思
い
が
 

し
ま
す
。
ま
あ
信
仰
の
意
識
か
ら
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
全
然
私
は
抵
 

抗
は
な
い
わ
け
で
し
て
。

梶
山
初
め
に
私
申
し
上
げ
た
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
縁
起
説
、 

そ
し
て
士一

縁
起
説
で
も
、
こ
れ
は
い
つ
で
も
説
一
切
有
部
の
よ
う
に
 

業
報
輪
廻
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
ひ
と
つ
 

の
認
識
論
で
も
あ
り
ま
し
て
、
或

い

は

ご

く

に

『

ス
ッ
夕
ニ
パ
ー

夕』

な
ど
に
出
て
く
る
縁
起
説
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
業
報
や
輪
廻
と
 

は
全
く
関
係
な
い
と
こ
ろ
で
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
で
す
か
ら
 

別
の
解
釈
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
得
る
わ
け
で
す
ね
。

大
峯
あ
の
う
、
空
を
考
え
る
と
言
っ
た
っ
て
、
普
通
は
空
な
ん
か
考
 

え
た
ら
空
で
な
く
な
り
ま
す
け
ど
も
。
け
れ
ど
も
も
し
中
観
と
い
う
の
 

が
、
そ
う
い
う
単
な
る
考
え
損
な
い
で
な
く
て
、
や
は
り
ひ
と
つ
の
空
 

と
の
実
際
の
関
係
で
あ
る
と
し
た
ら
、
ス
ぺ
キ
ユ
レ
！
シ
ョ
ン
、
デ
ン
 

ケ
ン
と
い
う
こ
と
が
や
っ
ぱ
り
、
普
通
の
空
を
隠
し
て
し

ま

う

よ

うな
、 

そ
う
い
う
も
の
と
違
う
何
か
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
素
人
は
思
う
の
 

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
点
は
い
か
が
で
す
か
。

梶
山
空
と
い
う
考
え
方
は
悟
り
に
直
結
す
る
わ
け
で
す
。
龍

樹

の

場
一 

合
は
、
我
々
が
苦
し
む
と
い
う
の
は
煩
®

あ
っ
て
煩
悩
に
よ
っ
て
誤
っ
M 

た
行
為
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
苦
し
む
の
だ
と
。
す
る
と
そ
の
煩
悩
や

一
 

行
為
は
ど
こ
か
ら
生
じ
て
く
る
か
と
い
う
と
、
我
々
の
分
別
だ
と
言
う
 

の
で
す
ね
。

分
別
と
い
う
の
は
、
我
々
の
心
の
中
に
起
こ
る
概
念
的
な
構
想
と
い

 

う
の
は
全
部
間
違
っ
て
い
る
、
虚
構
だ
と
い
う
。
そ
う
い
う
、
本
当
は
 

直
観
の
世
界
で
は
正
し
く
も
の
が
見
え
て
い
る
の
に
、
我
々
が
概
念
に
 

よ
っ
て
判
断
し
思
惟
を
し
て
計
ら
う
と

い

う

こ

と

か

ら煩
悩
が
起
き
、
 

行
為
が
起
こ
っ
て
く
る
。
そ
し
て
迷
う
と
。

一
番
最
後
の
根
源
に
あ

る

 

概
念
的
な
虚
構
と
い
う
の
は
何
に
よ
っ
て
滅
せ
ら
れ
る
か
と
い
う
と
、

空
性
に
よ
っ
て
滅
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
中
観
で
も
唯
識
で
も
一
緒
で
す
。
 

唯
識
で
も
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
中
に
主
観
と
客
観
が
ポ
ッ
と
出
て
く
る
わ
け



で
す
ね
。
そ
の
主
観
と
客
観
が
分
化
し
て
ァ
ー
ラ
ャ
識
の
中
に
生
ま
れ
 

る
と
い

う

こ

と

が

、

あ

ら

ゆ

る
迷
い
の
現
象
の
世
界
の
こ

と

に

な

るわ
 

け
で
す
ね
。
本
能
と
い
っ
た
っ
て
、
主
観
と
客
観
が
な
け
れ
ば
執
着
す
 

る
対
象
が
な
い
で
す
か
ら
ね
。
空
性
に
達
す
れ
ば
、
そ
う
い
う
概
念
的
 

な
虚
構
と
い
う
、
或
い
は
判
断
や
、
本
能
が
な
く
な
っ
て
く
る
。

大
峯
空
性
へ
達
す
る
と
い
う
時
に
、
そ
れ
は
主
客
を
超
え
た
よ
う
な
、
 

そ
う
い
う
一
種
の
思
考
が
そ
こ
に
あ
る
。
例
え
ば
、
何
故
そ
う
い
う
こ
 

と
を
言
う
か
と
い
う
と
、
西
洋
哲
学
を
見
て
ま
す
と
ね
、
そ
う
い
う
観
 

念
論
と
い
う
の
は
主
観
•
客
観
を
越
え
る
よ
う
な
、
そ
う
.
う
テ
ン
ケ
 

ン
が
出
て
き
ま
す
ね
。
ス
ぺ
キ
ュ
ラ
チ
オ
ン
の
立
場
、
主
観
と
客
観
の
 

合

一

を
捉
え
る
理
性
的
思
考
で
あ
っ
て
、
悟
性
的
思
考
じ
ゃ
な
い
の
だ
 

と
い
う
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
理
性
的
思
考
と
い
う
の
は
神
と
関
係
す
 

る
、
絶
対
者
と
関
係
す
る
。

そ
う
す
る
と
龍
樹
の
場
合
、
そ
の
分
別
は
無
分
別
の
分
別
だ
と
い
う
 

よ
う
な
そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
と
空
処
に
達
せ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
 

か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
。

梶

山

そ
れ
は
龍
樹
の
思
想
の
中
で
そ
の
問
題
に
お
答
え
す
る
の
は
か
 

な
り
難
し
い
と
思
う
の
で
す
が
ね
。

つ
ま
り
、
龍
樹
は
そ

こ

ま

でし
か
 

言r

て
な
い
と
い
う
限
界
が
あ
り
ま
す
よ
。
唯
識
も
龍
樹
の
空
の
思
想
 

を

受
け
継
ぎ
な
が
ら
ア
！
ラ
ャ
識
と

い

う
も
の
を
持
つ
わ
け
で
し
ょ
。
 

そ

う

す

る

と

ア

ー

ラ
ャ
識
は
虚
妄
分
別
と
同
義
語
で
、
ア
ー
ラ

ャ
識
が
 

何
故
間
違
っ
て
い
る
か
、
何
故
汚
れ
た
認
識
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
そ

 

こ

に
主
観

•
客
観
が
分
か
れ
て
く
る
と
い
う
ね
。
し
か
し
ア
ー
ラ
ヤ
識

と
い
う
の
は
、
主
観
•
客
観
が
滅
せ
ら
れ
た
後
で
何
が
残
る
か
と
い
う
 

と
、
同
じ
ア
ー
ラ
ャ
識
が
汚
れ
た
状
態
か
ら
清
浄
な
も
の
に
転
換
す
る
 

わ
け
で
す
か
ら
ね
。
転
換
し
て
、
そ
こ
で
我
々
の
世
界
が
完
全
に
ひ
っ
 

く
り
返
っ
て
ブ
ッ
グ
の
世
界
が
現
わ
れ
る
と
い
う
ね
。
唯
識
に
な
る
と
 

そ
こ
ま
で
説
明
で
き
ま
す
か
ら
。
だ
か
ら
ア
ー
ラ
ャ
識
は
我
々
の
迷
い
 

の
生
存
の
根
拠
で
あ
る
と
同
時
に
、
清
ら
か
な
ブ
ッ
ダ
に
な
る
た
め
の
 

根
拠
で
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

し
か
し
龍
樹
の
場
合
は
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
と
い
う
も
の
は
な
い
で
す
か
 

ら
ね
。
た
だ
そ
う
い
う
転
換
が
可
能
だ
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
空
だ
か
 

ら
で
す
よ
。
つ
ま
り
空
と
い
う
の
は
実
体
が
な
い
の
だ
か
ら
、
い
く
ら
 

で
も
変
わ
る
。
だ
か
ら
唯
識
の
転
依
と
い
う
転
換
の
思
想
が
あ
り
得
る
 

の
は
、
龍
樹
の
空
の
思
想
を
引
き
継
い
だ
か
ら
な
の
で
す
。

司

会

者
上
田
先
生
、
い
か
が
で
す
か
。
何
か
ち
ょ
っ
と
。

上

田

一
番
最
初
に
梶
山
さ
ん
が
言
わ
れ
た
け
ど
、
悟
っ
た
時
に
縁
起
 

を
見
た
と
か
、
或
い
は
ま
た
縁
起
を
観
察
し
て
悟
っ
た
と
か
、
そ
う
い
 

う
一
一
つ
の
言
い
方
を
さ
れ
て
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
非
常
に
何
か
微
妙
な
 

と

こ

ろ

らし
い
の
で
す
ね
。
少

な

く

と

もし
か
し
、
悟
る
と

い

う

こ

と

 

と
最
も
直
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
は
や
は
り
禅
定
と
い
う
こ
と
だ
と
 

思
う
の
で
す
ね
。
だ
か
ら
も

し

、
自
我
が
な
い
と
か
、
或
い
は
そ
れ
が
 

空
だ
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
や
は
り
禅
定
と
い
う
 

こ

と

と
切
り
離
し
て
言
う
と

い

う

こ

と

はで
き
な
い
と
思
う
の
で
す
。

そ
の
次
の
問
題
は
、
そ
う
い
う
禅
定
か
ら
出
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
 

ま
す
ね
。
出
定
す
る
こ
と
。
自
我
が
な
い
と
か
、
空
だ
と
い
う
こ
と
と
、

23



禅
定
か
ら
出
て
経
験
す
る
世
界
と
の
関
わ
り
方
、
そ
れ
を
ど
う
理
解
す
 

る
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
す
よ
ね
。

勝
義
諦
と
世
俗
諦
と
い
う
一
一
つ
の
真
理
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
も
や
 

は
り
、
禅
定
と
い
う
こ
と
と
、
禅
定
か
ら
出
た
時
の
経
験
と
、
あ
る
種
 

の
仕
方
で一

董
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
の
で
す
。
 

そ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
理
解
し
て
い
く
か
。
理
解
し
て
い
く
時
に
、 

た
だ
考
え
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
て
、
絶
え
ず
禅
定
に
帰
る
よ
う
 

な
道
を
も
問
い
な
が
ら
、
ど
う
考
え
て
い
く
か
と
。
そ
こ
に
考
え
る
ポ
 

ィ
ン
卜
が
出
て
き
て
、
や
っ
ぱ
り
考
え
る
限
り
は
い
ろ
い
ろ
概
念
の
組
 

織
を
使
う
わ
け
だ
か
ら
、
そ
こ
に
い
ろ
ん
な
1

が
か
ら
ま
っ
て
起
こ
っ
 

て
く
る
と
思
う
の
で
す
ね
。

梶
山
そ
れ
は
お
っ
し
ゃ
る
通
り
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
瞑
想
に
入
っ
て
 

い
っ
て
悟
る
方
向
と
、
も
う
一
度
瞑
想
か
ら
出
て
、
こ
の
世
の
中
に
帰
 

る
と
い
う
ね
。
そ
れ
は
も

う
仏
教
で
は
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
 

い
ま
す
。

上

田

例
え
ば
殺
す
と
い
う
問
題
が
出
て
き
て
、
さ
っ
き
か
ら
の
例
に
 

人

間

を
殺
す
場
合
と
鯨
を
殺
す
場
合
と
か
ね

、
両
方
と
も
仏
教
か
ら
す
 

る
と
、
自
我
が
な
い
か
ら
と
か
、
実
体
が
な
い
か
ら
と
か
い
う
こ
と
に
 

な
る
わ
け
な
の
で
、
そ
う
い
う
形
の
説
明
は
当
然
出
て
こ
ざ
る
を

得
な
 

い
と
思
う
の
で
す
。
し
か
し
、
無
我
と
か
空
と
か
と
い
う
こ
と
が
最
も
 

基
本
的
に
言
え
る
と
こ
ろ
は
、
例
え
ば
誰
か
人

を
殺
し
た
り
鯨
を
殺
し
 

た

り

し

たと
こ
ろ
で
、
そ
の
上
で
ど
う
だ
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
無
 

我
と
か
空
と
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
ど
う
言
う
か

な
、
つ
ま
り
殺
さ
な
い
と
い
う
、
或
い
は
殺
せ
な
い
と
か
、
も
し
働
く
 

の
だ
っ
た
ら
そ
っ
ち
の
方
に
働
く
方
が
基
本
的
な
働
き
方
だ
と
思
う
の
 

で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
例
え
ば
無
我
と
か
空
と
か
と
い
う
こ
と
を
す
ぐ
に
認
識
 

論
の
原
理
と
か
、
存
在
論
の
原
理
の
よ
う
に
し
て
出
発
す
る
と
、
理
論
 

的
な
非
常
な
困
難
に
陥
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
の
で
す

ね
。

だ
か
ら
、 

倫
理
の
問
題
、
認
識
の
問
題
、
存
在
の
問
題
、
そ
う
い
う
の
が
出
て
く
 

る
次
元
へ
の
関
わ
り
方
、
こ
れ
は
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
も
う
ひ
と
つ
考
え
 

直
す
必
要
が
あ
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
の
だ
け
ど
ね
。

梶
山
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
と
そ
う
直
接
関
係
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、 

人
間
は
人
間
を
殺
す
と
地
獄
へ
行
く
と
恐
れ
た
り
、
或
い
は
死
刑
に
な
っI  

た
り
す
る
わ
け
だ
け
ど
、
何
故
牛
を
殺
し
て
食
っ
て
死
刑
に
な
ら
な
い
24 

の
か
。
こ
れ
を
解
決
で
き
な
い
限
り
、
僕
は
倫
理
と
い
う
も
の
を
信
じ

一
 

る
わ
け
い
か
ん
で
す
よ
。

上

田

そ
の
場
合
に
ね
、
そ
う
い
う
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
よ
り
も
、 

そ
う
い
う
問
題
に
な
る
と
い
う
こ
と
自
身
が
既
に
あ
る
問
題
を
含
ん
で
 

い
る
と
思
う
の
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
人
間
を
殺
し
た
ら
地
獄
へ
行
く
と
 

か
、
牛
を
殺
し
た
ら
地
獄
に
行
か
な
い
と
し
て
、
こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
、 

ひ
と
つ
の
解
釈
だ
と
思
う
の
で
す
よ
ね
。
結
局
、
自
分
の
生
存
を
解
釈
 

し
て
い
る
解
釈
の
枠
の
問
題
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

だ
か
ら
つ
ま
り
、
輪
廻
と
い
う
こ
と
が
リ
ア
ル
で
あ
っ
て
、
そ
れ
か
 

ら
ど
う
い
う
よ
う
に
逃
れ
る
か
と
い
う
問
題
じ
ゃ
な
く
て
ね
。
そ
う
い
 

う
問
題
だ
っ
た
ら
、
さ
っ
き
八
木
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
輪
廻
の



主
体
が
雲
散
霧
消
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
な
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
う
じ
ゃ
 

な
く
て
、
業
報
輪
廻
と
い
う
形
で
の
人
間
の
苦
の
解
釈
の
仕
方
、
理
解
 

の
仕
方
、
そ
れ
が
既
に
根
痼
で
あ
る
と
。
そ
れ
は
個
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
 

薄
め
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
窗
に
苦
か
ら
で
き
る
の
は
ブ
ッ

 

ダ
の
場
合
に
は
こ

う

こ

う

こ

う

い

う
方
法
で
あ
る
と
。
そ
れ
が
や
つ
ぱ
 

り
仏
教
の
新
し
い
お

そ

ら

く出
発
点
だ
っ

た

と
思
う
の
で
す
ね
。

だ
け
れ
ど
も
や
っ
ぱ
り
、
業
報
輪
廻
と
い
う
こ

と

を
生
存
の
解
釈
に
 

し
て
い
る
社
会
の
中
に
仏
教
が
出
て
い
っ
た
場
合
に
新
し
い
問
題
が
起
 

こ

つ
て
く

る

わ

けで
す
よ
ね
。

司

会

者
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生
き
死
に
を
ハ
ラ
リ
と
打
ち
捨
て
て

 

毎
日
が
楽
し
く
な
る
生
き
方
と
は
？

し
よ
ろ 
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